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亜
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に
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西
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し
て
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約
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四
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最
も
僧
懑
す
る
に
M
る
統
針
に
站
い
て
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々
は
、
露
西 

瓯
に
於
け
る
農
说
の
數
は
其
0
全
人
口
の
約
七
割
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あ
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と
言
ふ
事
が
出
來
る
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濟
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で
あ
つ
て
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夙
に
帝
政
時
代
に
於
て
、
就
中
十
九
世
紀
末
ょ
り
二
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世
紀
初
頭
に
於
て
、
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改
革
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問
題
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最
も
喧
し
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せ
ら
れ
た
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に
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落
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濟
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濟
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西S

.

で

は

農

民

.即

ち國
民
で
あ

.: 

:

る
か
ら
、
：農
民
の
生
活
叉
は
農
業
組
織
を
社
會
主
義
的
一 

に
改
造
す
る
こ
S
に
依
つ
て
社
龠
主
義
的
目
的
は
達
成 

せ
ら
れ
#
る
道
理
で
あ
るC

然
る
に
®
®;
取
に
は
.村
落 

:共
產
圆
體W

い
ふ一

:

稲
0
社
會
主
顧
的
の
施
設
が
事
實
,
 

J1
1
民
生
活
の
諶
礎
€
な
つ
て
居
.る
：の
だ
か
ら
、
此
の 

も
の
を
有
效
に
指
導
し
發
達
せ
し
む
る
事
に
侬
つ
て
、

_此
國
は
容
易
に
社
會
主
義
的
理
想
社
會
を
«

a
*T
る
Z
 

ぞ
，か
可
能
で
あ
るW

い
ふ
の
で
あ
る
？
勿
論
斯
の
如
き 

一
原
，娘
的
經
濟
制
度
の
、
今
尙
、
捧
耝
し
て
居
る
と
い
ふ
ン 

，事

は

、

露

西

亞

の

經
«
的
發
達
程
度
が
®
歐
諸
國
に
, 

し
て
著
る
し
く
遲
緩
の：

狀
態
に 
'あ
!̂
ビ
い
ふ
.證
據
で
は 

あ
る
が
、

> 
口
ド
ー
一
キ..

：

に

依

る

ミ

、

此

の

發

達

の

_

緩 

と
い
ふ
*
が
此
國
.の
特
殊
の
社
會
的
進
化
を
遂
行
せ
し

第
四
號
一
四
四 

む
る
動
因
S
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
此
の
事
に
ょ
つ
て 

露
西
鹿
は
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
の
下
に
於
け
る
諸
種 

の
弊
害
を
免
れ
得
て
、

は
資
本
主
義
の
中
間
階
段 

を
®
®
:し
て
、
丨
社
會
主
義
社
會
へ
.の
飛
蹯
的
の
進
歩 

を
成
就
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
士
い
ふ
の
で
あ
る

o 

(

1

5̂1

0 
細
|1
嘗
て
本
^
所
離
ル
-}
1
!
!
1

「

^

咐̂
^
後 

 ̂亦 

十
八
卷
策
七
號
及
び「

七
抬
咩
代
の
餺
四
亞
社
會
思
羝
槪
紙」

(

ネ
^
.

ふ
參
0
此
の
チ
ロ
ド
ュ
キ
の
傅
統
的
觀
念
は
非
常 

に
强
く
人
々
の
思
想
を
支
配
し
て
极
た
許
り
で
は
な
く 

«;
際
上
，#
落
共
產
團
體
の
結
合
も
亦
相
常
根
强
い
も
の 

.
で
あ
つ
た
か
ら
、

1

朝
に
し
て
此
制
度
を
廢
棄
す
る
S 

い
ふ
事
は
、
追
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し
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事
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。
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に
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て
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落
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る
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右
兩
翼
沪
ら
挾
擊
ぜ
ら
れ
る
S
い
ふ
運
命 

に
陷
つ
た
？

だ
い
ふ
の
は
一
方
に
於
て
は
、
右
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主
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等
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落
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0 -
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主
義
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の
立
場
が
ら
原
始
的
村
落
共
：產
制
度
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必
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崩
壞
の
事
情
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指
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す
る
に
至
,
^
:か
ら
.で
あ
る
。

.
 

前
考
就
中
&
由
主
義
者
は

V
村
落
共
產
團
體
な
る

も
の 

は
團
體
員
を
其
の
土
地
に
拘
東
し
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制
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を
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、
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亜
の
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體
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始
的
共
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制
度
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'る
殘
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で
あ
っ
て
、
近
世
に
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て
は
#
制
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府
及
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本
家
階
級
が
最
良
の
榨
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手
段

.̂し
て
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を
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用
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强
制
し
來
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も
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っ
て
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の
物
質
的
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益
を
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|

る
と
共
に
、
農
民
の
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切
の
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益
を
農
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の
傅
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に
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っ
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限
す
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も
の
で
あ
る
か
ら
從
っ
て
其
の
粮
刺
的 

發
達
を
も
阻
窖
す
る
も
の
ミ
な
っ
て
居
る
。(「

够
働
解 

一
玫
11」

綱
領
。Rabinowltz, 

Zur 

Entlcklung der 

Arbelterbewemin̂
* in 

RUSSIand. 

ss. 

65OS
6.
參 

照
}例
へ
ば
C

は
一
九
〇
七
年
の
論
文「

十
九
世 

紀
末
に
於
け
る
露
西
鹿
の
農
業
問
題
し
に
於
て
、
露
西 

is
の
農
業
問
題
は
產
業
化
さ
れ
れ
る
農
業
の
發
逄
に
伴

镦

四

號

ー
四
芄



:
'■
:
:筋
十
九
卷
：(

六
四
0)

勢
^
路
西
诞
じ
於
け
る
農
民
問
題 

ふ

て

初

め

て

，解

決

し

得

る

W

の
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れ
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農
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化
す
る
事
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含
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で
居
る
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は
此
の
傾
向 

が
+
九
世
紀
未
に
於
て
難
行
し
づ
、
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つ
化
事
を
指
示」 

し
、
假
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村
落
共
有
地
が
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等
に
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れ
、
土
地
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、
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も
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農
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農
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の
結
果
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る
農
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者
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と
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業
改
革
，の
問
題
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て
、
就
中
村
落
共
產
隅
體
描
壤
の
說
明
は
正
に
ナ
ロ
ド 

ニ
キ
の
弱
^-
を
衡
い
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
彼
等
の
所 

::

論
は
_

ね
當
時
の
露
瓯
迎
農
民
の
實
際
狀
態
に
對
す
る 

眞
の
理
解
か
ら
出
發
し
た
ミ
い
ふ
ょ

{
は
、
寧
ろ
マ

A 

\

ク
ス
主
義
の
假
設
に
基
く
演
繹
的
_
胄
の
色
彩
が
濃
厚 

で
あ
つ
た
*か
ら
ヽ
必
ず
し
も
肯
綮
を
得
た
る
も
の
で
は 

.な
炉
つ
た
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
兎
に
^

V
ナ£,

ド
ニ
キ
の
極
力
反
對
せ 

レ
る
に
も
拘
ら
ず
"
村
落
共
產
謂
體
を
廢
棄
す
可
し
S
い 

ふ
議
論
の
趨
勢
は
決
宛
的
の
も
のW

な

.り
，
此
結
果
ビ 

し
て
生
じ
た
の
が一

九
〇
六
年
の
ス
ト
レ
ィ
ビ
ン
0
農 

棄
改
革
で
あ
る
o
而
し
て
此
事
に
依
つ
て
共
同
所
有
ょ 

一、
り
私
有
へ
ど
い
ふ
根
本
的
原
則
の
變
革
が
露
西
亜
の
農 

，民
生
活
の
間
に
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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九
〇
六
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-
一
 

月
九
日
"
共
荷
地
廢
北
に
關
す
る
勅
令
が
發
布
さ
れ

た
。
そ
し
て
此
の
勅
令
は
疑
ひ
も
な
く
當
苹
の
農
業
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革

の

根

'本

法

と

な
1

W
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5

も

の

で
4

つ

た

。

$

命

直

前

0'
農
業
狀
態
を
知
る
上
に
必
要
だ

S
俎
ふ
か

,h左
に
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'0
勅
令
に
含
务
れ
た
る
：農
業
改
革
の
主
要
鄹
を
記
す
事
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に
し
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ぅ
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の
個
々S

農
民
は
典
同
體
か
ら
脫 

退
，じ
且
つ
從
來
割
當
て
ら
れ
て
居
た
共
有
地
の
附
與
を
バ| 

受
く
る
權
利
を
持
つ
て
居
る
。
他
方
に
於
て
共
㈤

^

は
、

一
 

從
來
世
襲
地
么
し
て
認
め
：て
®
た
®

®
を
#
落
內
の
土」

. 

地
か
ら
除
去
す
る
こ
ふ
を
要
浓
す
る
權
利
を
#

つ
て
)5

ニ
？
過
尜
ニ
十
四
牢
問
にM

共
有
地
の
何
等1

般
的 

割
替
を
行
は
な
か
つ
';
<
:典
同
體
に
於
て
は
>
:其

れ

ょ

り

| 

:M
i

す
る
農
民
は
、
彼
等
が
滅
:s

以
前
に
所
有
し
て
居j

 

た
だ
け
の
土
地
を
世
襲
地
S

七
で
'與
へ
ら
れ
、
其

の

爲

一
 

め
に
何
等
の
削
滅
を
蒙
る
乙
、、J
な
く
又
何
等
の
義
務
を 

货
ふ
事
が
な
い
0

三
"
過
去
ニ
十
四
银
問
R
土
地
め
割
替
が
行
は
れ
な 

か
づ
た
共
同
體
の
農
民
に
し
て
、
,:
此
度
0
,1
般
的
新
割 

!:
雜

十

九

卷

(

六
四
一

〕

勞
農
髂
西
^
し
於
け
石
農
民
問
題

替
に
依
つ
て
從
來
彼
が
耕
作
し
て
屈
/
a

Vけ
の
土
地
が 

割
當
て
ら
れ
な
い
場
合
に
は
"
其
の
不
足
に
對
し
て
新 

に
除
剩
地
の
分
配
に
與
る
か"

又
は
典
問
體
に
依
つ
て 

何
等
か
の
補
償
が
與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
"
典
同
體
ば
典
有
地
が
旣
に
個
々
の
農
段
の
世
製
.
 

地
と
な
つ
て
居
る
か
又
は
然
ぅ
變
化
し
つ
、
.あ
る
場
合 

に
於
て
、
投
絜
權
を
有
す
る
幽
體
員
三
分
の！ I

の
決
議 

を
以
て
散
在
せ
る
耕
地
の
盤
理
を
行
ひ
、
興
の
村
落
內 

:

の

土

地

，を

全

然

私

有

地
S
す

る

事

が.出

來

るo (

_

&

丨 

Klnudsen, 

JBauernfrage 

u
no.>grarreIorm 

in 

Hussland 

V 

I
VO
I 3 

• 

S

'
VO
5 • )

o

右
に
脱
は
る
く
如
く
1

此
勅
令
は 
一

K

ふ
^
も
な
く 
d 

丨
ル
の
土
地
典
有
の
原
則
を
破
壊
し
、
土
地
私
街
の
原 

則
を
以
て
之
に
代
ふ
る
事
を
根
本
固
的
と
し
て
居
る
の 

で
あ
る
が
"

必
ず
し
も
强
制
的
に
且
つ
'即
時
に
村
落
共 

產
幽
體
の
廢
止
を
斷
行
し
檬
ぅV」

し
た
の
で
は
な
い
事 

も
亦
明
白
で
あ
る
。
加
之
此
の
®

令
は
ナ
ド
I

キ
側

第

四

號

一

四

七



娘
十
九
# 

(

六
四I

D

勢
徵
餺
西
雄
！-
於
け
る
驟
民
;̂

翅

か
ら
の
微
し
き
論

»
攻
擊
に
遭
ひ
、

二
度
國
民
議
曾 

(
D
u
m
a
)

を
解
散
し
た
る
後
、
選
擧
法
の
改
m
に
依
つ 

て
®:
ら
保
守
主
義
的
分
子
ょ
：5
形
成
せ
ら
る
く
に
至
つ 

た
第
三
冏
國
昆
_
會
の
援
助
に
依
卜
、
；
初
め
て
ー
九
一 

〇

尔

六
：̂
十
四
日
の
法
律
ど
な
つ
化
i
い
ふ
事

.

は
注

意
 

す

る

债

値

が

.あ

る

。
®

R
注
意
を
要
す
る
励
は
，
.露
西

侬
つ
て
の
み
促
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
其
の
根
本
の 

原
因
は
農
民
の
恐
る
可
含
貧
闲
55

緩
和
す
，る
^

い
ふ
事 

即
ち
農
民
の
土
地
の
缺
乏
^

救
濟
す
る
：事
に
存
し
て
居 

た
の
で
あ
つ
て
、
農
民
が
頻
々
ご
し
.て
一
揆
叛
亂
の
擧 

に
出
た
の
も
亦
、
4
其
の
生
®:

の
.封
®
的
桎
梏
.を
切
斷
す 

る

W

共

：に
土
地
の
肌
儺
か
ら
全
然
解
放
さ
れ
ょ
ぅ
ビ 

す
&

に
あ
.つ
れ
と
い
ふ
雍
で
あ
る9

故
に
最
も
緊
切
な 

バ
々
挽
革
は
.、
S

饒
な
る
大
地
主
0-
所
有
地
を
收
用
し
で 

之
を
農
民
に
分
與
す
る
の
他
な
し
^

い
ふ
の
が
一
般
の 

輿
論
で
あ
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
太
地
主
の
利
益
擁
護
を

第t

酿

一

四

八

主
眼
$
す
る
政
府
の
農
業
改
难
は
、
結
周
彼
等
の
所
有 

地

に1

指
を
も
觸
れ
な
か
つ
^
の
で
あ
る
か
ら
、
假
令 

n
f

 

!

パ
を
解
體
し
て
土
地
私
有
の
制
度
を
導
い
た
と
し 

<

も
，
之
に
依
つ
て
農
民
の
根
本
問
題
即
ち
土
地
の
飢 

;

饉
は
依
然
解
決
せ
ら
れ
る
事
な
く
し
て
幾
^
“
た
の
で 

I

-::.

ゐ
る
。
.
.

J

へ
:農
業
改
革
の
立
法
者
は
爾
後
ニ
十
年
を
期
し
て
露
西 

の
共
有
地
^
V私
有
化
す
る
方
針
で
あ
つ
た
S
傅
へ
ら 

\

れ
て
居
る
‘。
併
し
乍
ら
*

一
 

九

1

七
雄
の
大
革
命
は
是 

1

等
の
計
畫
を
一
蹴
し
去
つ
て
、
露
西
舐
の
農
民
生
活
を 

1

全
く
新
な
る
遒
に
誘
導
し
/2
0
然
ら
ば
典
の
新
な
る
道 

ミ
|1
:^
可
^
る
も
の
で
あ
つ
た
力

U

' :
■

筆
者
は
前
節
に
於
て
、
露
西
亜
に
於
け
る
農
業
出
題 

の
«
決
は
先
づ
農
民
の
土
地
に
對
す
る
緊
切
7X
る
欲
求 

を
滿
足
せ
し
む
ろ
事
を
以
て
初
め
ね
ば
な
ら
な
い
も
の 

で
あ
つ
た
€
い
ふ
事
を
指
摘
し
た
。

i

九

1
七
牢
の
2

月

$

■#
に
次
い
だ
車
命

E
時
政
府
が
、
先
づ
農
民u

對 

し
で
土

地

,0
分
配
を
保
瞪
し
た
の
は
當
然
の
擧
で
あ
っ 

た
。
就
，中
ヶ
レ
ン
ス
キ
ー
政
府
は「

}:

切
の
士
地
を
農 

民
べ」

の
綱
領
を
公
；然
支
持
し
た
。
此
綱
領
の
意
味
す 

る
所
は
> 
總
て
の
土
地
は
其
の
所
有
者
，に
何
等
の
報
償 

を
與
ふ
る
事
む
く
し
て
之
を
沒
收
し
、
而
し

て
之
を
農
 ゝ

民
の
間
に
分
配
す
る

と
い
ふ
事
で
あ
る

。

此
目
的
に
向 

.っ
て
政
府
は
全
露
に
百
一
っ
て
農
業
委
員
會
を
鈕
織
し
、 

私

有

に

屬

す

.る

土

地

の1)
積
、
.之
に
附
屬
す
る
：家
畜
、 

農
具
の
數
、
：及
び
土
地
の
分
配
に
與
る
知
^
1農
民
の
數 

等
k
關
す
る
詳
細
な
，る

調
赍
に

继

事
し
た
の
で
あ

る
。
 

(Ic: .Leltes'op* 

cit, 

pp. 

41-42.)

ゾ
然
ら
ゴ
之
こ

；
 ̂

っ
れ
ボ
リ
シ
ェ
ヰ
キ
の
政
府
は
先
づ
如
何
な
る
政
策
を 

棵

;!
'
]し
れ
か
ど
い
ぶ
に
、
そ
は
決
し
て
初
め
か
ち
傻
村 

:に
共
商
主
義
的
施
設
を

强

0
せ
ん
ミ
ず
る
が
如
き
も
の 

で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
が
農
民
に
對
す
る
政
策
は
同
様 

に 
> 
先
づ
農
民
の
±
地
に
對
す
る
飢
渴
を
充
足
せ
し
む 

▲
十

九

卷(

六
四
H)

.
勞
-歧
館
西
瓯
に
於
け
る
農
民
間
題 る

事
を
以
て
虫
眼
く
し
*
に
過
ざ

な

：：

i

も
の
で
あ
る
' か 

ら
、
此
SI
U
於
て
臨
時
政
府
の
«
策
'ビ
毫
も
其
の
趣
き 

を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
何
故
か
と
い
ふ
に
、 

ボ
リ
シH

ヰ
キ
が
其
の
政
權
を
維
持
せ
ん
が
爲
め
に
は 

都
市
勞
働
者
以
外
に
.農
民
大
多
數
者
の
支
持
を
漉
る
事 

が
絕
對
に
必
要
で
あ
つ
て
、

此
事
は
理
論
を
超
絕
し
た 

實
際
上
の
直
接
の
目
的
で
な
け
れ
ば
W
ら
な
か
つ
た
か
.
 

ら
で
あ
る
。
而
し
て
此
目
的
に
副
ふ
も
の
が
即
ち
土
地 

國
有
化
の
政
策
で
あ
つ
^
。

i

九
一
七
年
十
月
二
十
六
H
C露
暦)

の
布
世
は
、
そ 

の
'土
地
が
私
人
に
屬
す
る
ビ
、
國
家
に
屬
す
るVJ >

敎 

#
又
は
.僧
院
に
屬
す
る
ど
'を
.問
は
ず
、

一

切
の
私
有
a 

は
之
を
即
時
に
/
何
等
の
報
償
な
し
k
廢

止

し

"

此

等 

の
土
地
並
に
.之
に
附
屬
す
る1,

切
の
家
畜
、
農
具
、
家 

屋
等
は
之
を
ヲ
ロ
ス
ト
土
地
委
員
會
及
び
地
方
農
玫
サ 

牛H

ト
に
委
ぬ
可
き
事
、
但
し
農
民
どn

サ
ッ
クvj

の 

土
地
は
沒
收
せ
ら
れ
ざ
.る
旨
を
規
定
し
た
。
總

T
の
農

笫

四

號

一

四

九

議



锒

十

九

卷G
C

四
四〕

：

勢
趿
餺
西
蓝
に
於
け
ろ
農
民
問
題

民
は
全
然
此
の
計
畫
じ
贊
同
し
、
土
地
を
有
し
な
ぃ
貧 

農
は
固
ょ
り
、
富
裕
な
る
農
民
も
亦
、
共

に一

致
協
力 

し
て
從
來
の
農
業
制
度
をI

掃
す
る
に
努
め
た
。
併
し 

斯
く
し
て
沒
收
し
た
る
土
地
を
農
^
の
間
に
分
配
す
る 

に
就
て
ば
跋
だ
し
&
困
麵
を
伴
は
ざ
る
を
得
な
か
つ 

ぉ
。
各
農
民
は
各
々
彼
等

0
經
濟
狀
態
に
從
っ
て
其
の 

利
®
を
異
に
し
て
居
穴
が
：ら
で
ぁ：
る
。
試
み
に
當
時
土 j 

地
の
分
配
を
希
a
せ
る
農
村
民
を
分
類
す
れ
ば
、
第
一
、

一
 

貧
窮
な
る
農
民
、
即
ち
僅
少
の
瘠
土
し
か
有
せ
ず
家
畜
一 

令

#
具
も
亦
莜
だ
不
充
分
な
办
し
農
民
？
第
二
、
普
通 

の
農
‘民
、
甚
だ
勤
儉
に
し
て
：充
分
耕
作
の
爲
め
の
備
へ 

ぁ
る
劣
。
第
三
、
多
く
の
士
地
を
所
和
す
る
富
裕
な
る 

農
民
。
«
四
、
從
來
工
場
或
は
家
內
エ
槳
の
勞
働
に
從j 

事
し
、
都
市
^
於

，て
：其

の

生

活

資

，

を

得

れ

る

も

の

に 

し
て
、
十
月
革
命
以
後
農
村
.に
歸
還
し
た
る
者
、
の
四 

ど
な
る
。
而
し
て
革
命
の
初
期
に
於
て
は
'
第
二
及
び 

第1 〗

一
の
部
類
に
屬
す
る
も
の
が
農
村
に
於
て
比
較
的
優

笫

四

號

I

at
o

勢
の
地
位
を
占
め
て
居
れ
の
下
彼
等
も
亦
沒
收
地
の
分 

配
に
參
與
す
る
^
い
ふ
の
が1

般
で
あ
つ
れ
が
、
其
後 

農
民
の
間
、
特
に
當
時
迄
村
落
典
產
團
體
の
殘
存
し
て 

居
た
地
方
に
於
て
、
平
等
分
割
の
«
念
が
次
第
に
勢
を 

得
來
り
、
此
傾
向
は
農
村
の
貧
民
階
級
、
小
農
民
，
並 

に
農
村
に
逃
避
し
來
つ
た
エ
場
勞
働
者
等
に
依
つ
て
助 

長
せ
ら
れ
た
の
で
、
テ
牛H

ト
政
府
の
政
策
も
亦
自
ら
：
 

此
傾
向
に
適
靡
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

.即
?>
'

政

府

は

上

記

十

月

ー

一

十

六
日
の
土
地
に
關
す
る 

第

一
の
布
带
を
以
て
憲
法
議
會
の
召
集
迄
其
の
最
終
の
.
 

■決

議

を

保

留

す

も
の
で
あ
る
ど
な
し
、
典
間
農
民

. 

は
次
の
指
，令
に
基
い
て
.行
動
す
可
き
も
の
で
あ
る
事
を
：
 

ぺ
示
し
、
且
つ
之
を
以
て
農
業
問
題
の
最
上
の
疋
當
な
る 

解
決
法
で
あ
る
ど

考

ふ

る̂,
至
つ
た
。
其
の
指
令w

言 

.

.ふ
の
は
> 

一
}
土
地
の
私
有
は
永
久
に
"
廢
业
せ
ら
れ 

る
。
ニ
、
土
地
を
寶
買
し

>
:賃
貸
し
、
檐
保
に
供
し
夂 

は
他
の
何
等
か
の
方
法
に
侬
っ
て
讓
渡
す
る
事
は
出
來

な
い
。
三
"
總
て
の
土
地
は
、
そ
れ
が
國
有
地
で
あ
& 

ぅ
と
、
御
料
地
で
あ
ら
ぅ
と
、
敎
會
及

び

僧

院に
厫
す
 

る
ヒ
將
又
地
主
或
は
農
民
に
麋
す
ぢ
と
を
問
は
^
、
'其 

:

■等
は
報

償

なし
に
.沒

收
さ
れ
て
國
は
財
產
ど
な
る
匕
い 

ふ
の
で
，あ
つ
て
、
之

れ
は
農

民
< 
コ
サ
.ッ
クw

の
土

地\ 

ば
沒
_
せ

ら

れ

な

い

と

い

，
ふ

「

上

記

の

：布

带«
全

然

矛

盾

_
 

す
る
も
の
で
あ
る
が
、

而
も
此
の
趣
*
は
其
後
サ
.ヰ
エ
'

ト

政

府

に

ょ

つ

て

支

持

，せ

ら

れ

た

所

で

あ

り

て

フ

一

九

| 

.

,
:
1
.
;

八
年
ニ
月
十
九
日
0
土
地
社
會
化
に
»
す
る
法
律
に
：
 

於
て
は
此
の
事
が
確
.然
式
次
：の
如
<!
,記
名
れ
て
居
る
。

\

■「

露
西
鹿
聯
邦
サ
ヰ
エ
ト
典
和
_
の
領
城
に
於
け
る| 

| 

切
の
.鑛
山
"
土
地
、
河
川
、
靡
林
及
び
自
然
カ
の
私
有 

は
永
久
に
廢
止
せ
ら
れ
る」

士
。
斯
く
て
農
民
の
土
地
、 

一
も
亦
國
有
化
.さ
れ
た
。
.

:

!

士「

一ぃ̂

,
更
に
又
前
記
の
指
令
に
依

^
家̂
族
の
拨
助
に
ょ
り
、
.
 

又
は

^
の
者
ど
仲
間
で
、
自
ら
土 

Wを
耕
転
す
る
事
を 

希
-S

す
る
總
て
の
人
民
に
對
し
て
は
、̂

女
を
問
は

t
、
 

笫
十
九
卷
レ
严(

六
四
3£)

勞
歧
腐
西
瓿|:
於
け
ゐ
燧
民
間
翅

彼
等
が
斯
く
な
し
得
る
限
6
に
於
て
の
み
耕
作
の
權
刹 

が
許
容
さ
れ
る
0

M
傭
勞
働
は
禁
止
さ
れ
る
。
又
菜
園 

ゃ
植
樹
地
ゃ
苗
木
床
ゃ
温
室
ミ
ぃ
ふ
樣
な
立
派
に
軿
作 

せ
ら
れ
た
土
地
の
み
が
_

有
化
か
ら
除
外
せ
ら
れ
る

0 

耕
作
は
平
等
の
原
則
の
跋
礎
の
上
に
行
は
れ
る

。
即
ち 

，土

地

は

、

其

の

上

に

勞

働

す

る

人

々
の
間
に
、
勞
働
又 

は
消
費
の
規
準
に
從
ひ
、
其
の
地
方
的
條
件
に
適
合
す 

る
樣
R
分
配
せ
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
。
次
に
耕
作
の
形
式 

に
就
て
は
各
農
村
が
任
意
に
11
擇
し
得
る
樣
に
な
つ
て 

.居
た
の
で
ぁ
る
か
ら
，
個
人
的
に
行
ふ
事
も
共
同
的
に 

行
ふ
事
も
自
_
で
ぁ
つ
.た
。
唯
政
府
は一

九

一

九
年11 

W
の
社
會
化
に
，關
す
る
法
律
公
布
以
來
典
同
耕
作
の
形 

式
に
援
助
を
與
へ
、

r

九
.一
一1

年
に
至
る
迄
個
人
的
所 

有
を
認
め
.な
か
つ
た
。
觅
に
平
等
の
厥
則
を
保
有
す
る 

た
め
に
、

人
口
の
增
加
及
び
農
業
生
爺
力
の
•成
長
に
伴 

つ
て
"
土
地
の
定
期
的
割
替
，か
行
は
る
可
さ
も
の
$
せ 

ら
れ
た
。へp

r
o
k
o
p
o
v
i
c
z
'
O
D
.

 

cit. 

o
p
. 

6
2
-
6
5
0

.第
四

號

一

五

一



第

十

九

怨C

六
四
六)

：.
h意

盤

！|
埏
|̂
於
け
る
農
民
£
題

.
以
上
は
大
體
十
月
革
命
，の
結
果
貸
.现
せ
ら
れ
れ
る
農 

糧
關
：係
に
關
す
る
主
要
な
る
觀
念
で
あ
る
が
、
興
の
中 

心

»
?:
成

す
も

の
は
實
に
土
地
分
配
上
に
於
け
る
平
等 

原
則
の
適
用
S
い
ふ
^
で
あ
つ
^
。
然
る
に
平
等
原
則 

に
依
つ
て
沒
收
地
を
農

^
に
分
配
す
る

€
い
ふ
此
原
則 

の
適
用
が
如
何
な
る
程
度
#

I
T;V
ク
ス
主
義
的
觀
念
に 

適
應
す
る
か
は
甚
だ
疑
問
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
結 

.果
は
民
つ
て
古
き
ナ
ロ
ド
—
キ
:0
服
想
即
ち
嘗
て
露
西 

Lr
[
iマ
ル
ク
V
ス
ト
が
ロ
を
極
め
て
其
の
幻
想
な
る
所
以 

力
，說
し
た
取
等
分
割
の
原
則
ビ
舉
し
て
何
程
の
.徑
庭 

の
存
す
る
^
を
疑
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
加
之
な
ら 

.す
、
後
述
す
る
如
く
共
產
生
義
的
原
则
k
農
槳
關
係
に 

適
用
せ
んV

せ
る
サ
ヰ
ユ
ト
政
府
の
企
畫
は
殆
ざ
悉
く 

失
敗
に
終
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
問
題
に
入
る 

に
先
V
て
土
地
分
割
の
實
狀
を
觀
察
す
る
事
が
必
：婴
で

わ
る

e»Hi

笫
四
鱗
.

一

S
ニ

總
ゅ
る
私
有
地
を
乘
く
沒
收
し
て
之
を
平
等
の
原
則 

に
從
っ
て
全
農
民
に
分
配
す
る
と
い
ふ
事
に
依
つ
て
當 

然
豫
想
せ
ら
れ
る
の
は
"
大
地
主
及
び
農
村
の
ブ
グ
ジ 

ョ
ァ
腿
級
が
消
滅
し
て
屮
"
小
農
民
•か
激
增
す
る
€
い 

ふ
事
で
あ
る
。
此
，現
象
，は
、

サ
ヰ
ユ
ト
政
府
が
一
九
一 

八
年
六
月
に
貧
民
婺
員
會
を
設
立
し
"
之
に
ょ
っ
て
農 

村
に
於
け
る
_
級
鬪
邻
.を
喚
起
す
る
に
至
っ
た
S
い
ふ 

事
實
に
依
っ
て
一
層
顯
著
€
な
っ
穴
。
右
の
©
員
會
は
、 

農
民
の
間
に
於
け
る
穀
物
、
生
洇
必
要
品
及
び
農
具
の 

分
配
を
線
#
す
る
V

S
を
任
務
じ
す
可
き
も
の
で
あ
っ 

て
"
其
の
設
立
せ
ら
れ
た
主
要
目
的
は
、
後
述
す
る
如 

>
\
富
裕
な
る
農
民
か
ら
穀
物
餘
剩
量
を
徵
發
す
る
に 

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ど
同
時
に
此
の
委
：

I

會
は
、
 

進
ん
で
農
衬
の
問
に
«
溆
闘
幾
の
思
想
を
宣
W/
し
"
農 

.
1民
中
の
：
フ
ル
ジ
ョ
ァ
分
子
を
破
*
し
.
農
村
の
.贫
窮
な 

る
分
子
を
動
員
し
て
富
裕
な
る

農
民
に
對
抗
せ
し
め
た 

の
.で
；あ
.
,«
)
。L

a
r

B*..

は
..次
、の
_如
/
\ 

て

居

る「
1

九

J

八
年
の
泰
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
政
，權
が
遂
に
都
市
に
■於 

て
確
立
し
た
る
時
、
零
細
:0
土
地
を
有
す
る
に
過
ぎ
な 

い
所
の
、
又
は
全
；然
耕
作
地
を
有
し
な
い
所
の
貧
農
炉 

ら
の
•み
成
る
貧
民
委
員
食
が
、
至
る
所
に
創
設
さ
れ
れ
。
.
 

數
ヶ
月
間
、
此
等
の
®
員
會
は
土
地
の
割
替
を
實
.行
し

'| 

■

f

必
耍
最
低
限
度
以
上
に
所
有
ず
る
者
か
ら
牛
馬 

を
徵
發
し
て
之
を
貧
民
の
間
か
ら
發
生
し
た
新
農
段
に
“」 

與
.へ
k
り
、
又H

,

場
勞
働
者
を
助
け
て
富
裕
な
る
農
民
'

j 

が

ら

食

物

餘

剩

量

を

璐

，奪

し

和

り

し
た
，。
：村
及
び
ヲ
:p
:
:-
:':

一
ス
ト
の
憲
法
ナ
キ
H
;b
:
は
、
：事
實
上
農
民
革
命
k
支
配

''
'
 

:|
.
て
：居

拕

所

の

貧

民
,
員
會
0
活
動
，̂

依

：
つ
：
て"

*

:
 

に
六
简
月
以
上
も
除
け
物
に
さ
'れV

居
れ
。
；貧

民

凌

員| 

會
の
斯
の
如
^
活
動
は
各
地
に
於
て
多
く
0.
武

裝

的

農

\ 

民
一
揆
を
惹
き
起
し
た
。
此
等
の
農
民
は
ノ
ブ
ロ
レ
タ「 

リ
ァ
革
命
が
地
主
の
政
治
的
經
濟
的
抑
腿
を
廢
止
し
た 

時
に
は
之
を
歡
迎
し
た
妙
れ
ざ
も
"
革
命
の
進
行
に
つ 

:■れ
て
農
民
自
身
の
間
の
經
濟
的
平
等
化
を
實
現
す
る
に
'

第

す

九

卷(

六
西
七
}

勞
膜
露
西
龃1
1於
け
る
農
段
問
題

及
ん
で
、
之
に
反
抗
し
て
立
つ
れ
の
で
ぁ
る
。
併
し
此 

等

の1

授

は

總

て

鎭

壓

せ

ら

れ

れ

。」
and 

KritzBan 

;
>
n 

outline oi economic life and orga- 

msatio 
口 

National

rxcono 
日v

 inaoviet: 

Russia 

1
0
2
0. pp. 
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prokodovicz. 

d
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1
)
9

農
業
：上
に
於
け
る
斯
の
如
き
組

®
の
結
果
は
愈
々
土 

地
分
割
の
流
行
を
盛
ん
な
ら
し
め
、
土
地
が
勞
働
者
の 

間
に
分
た
れ
な
い
で
V®
®
者
の
間
に
分
割
さ
れ
る
乙w
 

も
甚
だ
多
か
つ
た
"
不
斷
に
土
地
の
割
替
が
行
は
れ
る 

結
果
ビ
し
て
農
業
關
係
の
.一
般
的
不
安
{疋
を
招
致
し
" 

此
の
事
は
引
い
て
耕
作
の
不
振
"
收
榄
地
域
の
減
少
施 

肥
の
龃
惡
等
の
重
大
な
る1

因
^
な
つ
れ
事
は
疑
ふ
事 

が
出
來
な
.い
。
サ
牛
ユ
ト
双
»
が
其
後
屢
々
無
制
限
の 

土
地
分
割
を
防
业
す
る
法
令
を
公
布
せ
ざ
る
を
得
な
い 

£

い
，ふ
樣
な
自
繩
自
縛
の
狀
態
に
陷
つ
た
の
は
此
の
間 

の
消
息
を
朋
に
す
る
も
の
で
ぁ
る
。

併
し
此
處
で
問
題
ふ
な
る
の
は
革
命
の
結
果
農
民
は

笫
四
號 

一
3E
H
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笫

十

九

翁(

六
四
八)

::
勞
農
餺
西
蓝
I;
於
け
る
農
民
間
題 

.r
れ
程
多
く
の
土
地
を
割
當
て
ら
れ
る
に
至
：つ
た
か
ど 

い
ふ
事
で
あ
る
。
土
地
收
用
の
結
果
大
地
主
の
所
有
地 

は
全
然
消
失
し
た
の
で
あ
る
か
ら
農
民
の
獲
得
し
た
る

，
 

地
域
は
勿
論
廣
大
で
あ
，る
::
,

&

の

調

査

に

侬
 

れ
ば
二
九
一
夂
ヰ
に
於
け
る
土
地
の
：分
配
狀
態
は
左
のj 

如
く
で
あ
る

。
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P
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大
露
®

i{
{
»三
十
ニ
州

.
ク
ク
ラ
ィ
ナ
. 

農
段
の
土
地 

：
九
六
，
八
％

九
六
6
 

\ 

共
同
耕
作
地
：

議

 

：

：
o

A
:
j
 

サ
•ヰ

エ
ト
農
場
^

。
^
§̂

'

其

他

こ

。
七

H

•ニ

ン 

併
し
注
意
す
可
&
事
は
總
て
此
等
の
土
地
は
一
九
！

； 

七
年
，以
前
に
農
業
に
從
亭
し
て
居
た
員
民
の
間
だ
り
に 

.分
配
せ
vio
n
た
の
で
は
な
い
ふ
い
ふ
事
で
あ
る
"
何
故 

か
ビ
言
、へ
ば
、

一
九1

七

年

；
か

ら--
-
-
九

ニ
 

0
年
の
間
忙
，';
.
:
 

都
，市
人
口
の
多
數
•か
滔
々
ビ
し
て
農
村
に
.流
入
し
來o

笫

四

號

一

五

四 

た
か
ら
で
あ
‘る
。
其
の
原
因
は
、
概
ね
、
大
小
總
て
の 

工
業
が
衰
微
し
れ
る
事
"
農
民
が
從
前
の
如
く
冬
期
數 

I
®月
間
を
エ
業
都
市
で
働
ぐ

■と
い
ふ
事
が
な
ぐ
な
つ
た
：
 

事
ノ
人
々
が
爭
つ
て
土
地
の
分
配
に
參
加
せ
ん
ミ
し
た 

る
事
、
都
會
に
於
け
る
食
料
や
燃
料
の
缺
乏
等
の
事
情 

に
歸
せ
ら
れ
る
。

モ
ス
ク
ソ
の
人
口
は
一
九
一
七
年
ニ 

:月
.に
二
]?
一
 
萬
七
千
人
を
計
へ
た
の
が
、

一
九
ニ
〇
年 

八
：月

に

は西
一
一
萬
八
千
人
に
滅
じ
？
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー

ド 

で
は
一
九
一
ム
ハ
年
に
ニ
苗
五
十
九
萬
餘
人
で
あ
つ
た
の 

が
、、一

九
一
一
0
年
に
は

/\
十
八
萬
吗
千
人
に
減
じ
た
。此 

」

期
間
の
人
口
調
査
に
ょ
る
.と
都
市
人
口
の
農
村
に
流
入 

せ
ろ =

總
數
は
殆
V
J
A
W萬
に
達
し
て
居
る
。C

 D
uring 

5 

y
s
r
s

*̂:
S
2
2
.

 

p. 

2
0
5
. 

pskopovicz
、
pp. 

7
2- 7

3
) 

而
し
て
農
村
に
流
入
し
た
る
此
等
の
人
々
が
總
て
土
地 

0
分
配
に
參
加
し
た
の
で
あ
る
か
ら

"
本
來
の
農
民
の 

當
然
受
く
可
b
し
土
地
は
著
る
し
く
減
殺
せ
ら
れ
ざ
る 

を
得
な
か
っ
た
。
多

{
の
地
方
で
は】

人
當
り
の
：增
加

.

は
：半
デ
；シ
ャ
チ
ン(

wr
r
r一が
ャ
四
^

を

超

え

な

か

つ 

た
o'
歐
羅
巴
露
西
^a

十
九
州
に
於
て
、革
命
前
に
一
人 

當..CV.J 

■*八
七
デ
シ
ン
ャ
.：チ
.，，ン
.
.で
^
*
^
y
ya
.
Qが
今
日 
一
T
Z; 

.六
デ
シ
ャ
チ
ン
、
即
ち
0
>
三
九
デ
シ
ャ
チ
ン
.又
は
ニ
割 

1

分
の
增
加
を
示
し
で
居
る
に
過
ぎ
な
い
。(ibid).

更
に
又
之
^
關
聯
し
て
農
民
の
耕
作
狀
態
が
如
何
に 

變
化
し
れ
か
を
知
る
た
め
^
つ1

九

|

七
年
及
び
二
九 

1

九
年
に
於
け
る
サ
ヰ
ェ
ト
露
嘛
亜
の
ニ
十
四
州
の
農

で
あ
る 

o へ A.wllriascheva，
Peasantry i

n

r+
tr
e w

a
r
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,
農
、家

.分
：.布
：
の

，
割

合I
,

啟

家

a

败

ー

、
耕
作
.ん
耕
す
も
み
威
^
,す
域
か
耕
す 

.
 

地
^

せ̂

.

(

〇—

四
デ
も
の(

四
®
も
の

.
ざ
る
む
0

5/
;ャ
チ
シ〕

1
1八)

(

s

^

v

一s
't
*
.
r 
謹

、
一
 s

r
:

Z
V 四
.

五
九
4 
二 

1
7一ハ
,.
.
.
七•九 

1 九一

•竿

.六、
ニ
九
d

r

:六

七

四

6
,
:
:
1

四
”四
：

三
i 

■闲
1
1、四
デ
シ
ャ
チ
ゾ
以
上
の
耕
作
地
か
有
す
る
殷
家
の
大
部
分
11
大
家

:
:
:
:

」「

第

ナ

九

盤(

六
四
九)

へ
..
勢
臌
露
西
龃
じ
於
け
る
農
民
間
襌

擁
ナ
々
も
の
で
あ
る
。

同
機
の
變
化
は
家
畜
の
分
配
狀
態
に
於
て
も
現
は
れ 

て
居
る
所
で
あ
つ
て
、
此
事
は 
一
ニ
頭
の
牛
馬
を
所
有 

■
す
る
農
民
の
增
加

k
依
つ
て
示
さ
れ
て
居
る

0
斯
の
如 

I 
く

土
地
及
び
家
畜
の
分

？®
が
次
第
に
平
等
化
さ
れ
つ
、 

.あ
る
と
い
ふ
事
は
、
革
命
以
前
に
農
村
に
存
在
し
て
居 

拕
確
然
だ

4
階
級
別
の
消
滅
、
換
言
せ
ば
農
村
に
於
て 

I :

は

•フ
ロ
レ
タ
？
ァ
階
級
も
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
も
共
に
梢 

I

滅
し
つ
、
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
つ
て
、
他
方
小
農 

民
が
重
大
な
る
地
步
を
，占
む
る
に
至
つ
た
事
を
指
示
す 

一

る
も
の
で
あ
る

.0

然

6
に
農
民
の
耕
作
が
斯
の
如
き
レ
ベ
ル
に
平
均
す 

るVJ

い
ふ
事
は
他
方
勞
働
：力
や
象
裔
や
機
械
力
か
分
散 

す
る
事
に
他
な
ら
な
い
か
ら
"
農
業
上
に
於
け
る
生
.產 

力
の
減
退
は
免
れ
得
な
か
っ
た
。
換
言
せ
ば
土
地
分
配 

上
に
於
け
る
'平
等
原
則
の
勝
刺
は
農
•葉
耕
作
上
の
技
術 

的
經
濟
的
退
步
を
招
致
し
れ
の
で
あ
る

。L
d
t
e
s

に
ょ

笫

四

號

ー

近

芄
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六
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勢
農
膝
哂
瓿
に
於
け
る
農
据
郎
'«

,れ
.ば
ぅ
革
命
前
0
統
針
で
は
，大
地
圭
の
土
地
の
生
產
カ 

は
農
民
の
土
地
の
生
產
力
に
此
し
て
其
0
約
芄
割
だ
け 

大
で
あ
つ
た
。
此
理
由
は
颇
る
朋
白
で
あ
る
。小
農
場
は 

大
農
場
に
此
し
て
非
常
に
設
備
が
¥
:る

く

"
且

っ

其

の 

經
營
法
が
拙
劣
だ
つ
た
か
ら
で
あ
る
o
從
っ
て
大
地
主 

ぃ
の
土
地
が
農
民
に
分
配
さ
る
\
,
に
及
ん
で
以
前
の
利
益 

が
失
は
れ
れ
。
殊
に
新
し
き
所
有
者
の
大
部
分
は
無
知 

で
そ
し
て
又
訓
鍊
を
觖
い
て
居
れ
。
政
府
は
耕
作
に
必 

悪
な
る
用
具
を
農
民
に
：供
給
し
た
け
れ
ざ
も
、
其
供
給 

.は
興
底
彼
等
の
必
躲
を
充
す
に
足
り
な
か
っ
れ
の
で
* 

>̂'
c
J
(
L
e
i
t
e
s
,
o
p
.

 

cit. 

p. 

1
1
9
)

此
の
»
作
の
收
縮
€ 

他

方

で

は

後

述

す

る

如

き

、

農

#:
に

於

妙
る

交
換
關
係 

.の

破

壞W

ね
よ
っ
て
、
農
民
は
次
策
に
：孤
立
的
な
自
然 

.經
濟
0
狀
態
に
歸
っ
て
行
っ
た
.。r

彼
は
彼
自
身
の
消
费 

に
必
要
な
る
も
の
を
總
て
自
家
で
生
產
し
始
め
た
。
以

:

前

は

氣

候

ゃ

經

濟

的

條

件

：ょ
っ
て
：寧

.ろ

市

場

で

彼

自

身 

の
生
產
物
ビ
交
換
す
る
の
を
-刹
益
ビ
し
た
榇
な
種
.類
の

第
四
號 

一
3L
六 

穀
物
す
ら
も
栽
培
す
る
事
に
な
つ
た
。
彼
は
手
織
の
衣 

服
を
纒
ひ
' 
自
分
自
身
の
た
め
に
靴
や
.馬
具
や
简
取
な 

道
具
な
ざ
を
作
つ
た
。農
民
の
家
計
は
次
第
に
、
家
族
の 

.

勞
働
と
其
の
欲
望
の
滿
足
f
の
間
に
何
等
の
中
間
的
連 

一，
鎖
の
存
在
し
て
届
ら
な
い
所
の
、
か
.の
孤
立
的
、
自
給 

自
足
的
自
然
經
濟
の
古
い
®
^:
へ
復
歸
し
始
め
た
。」

Q
 A

g
r
i
c
u
l
t
u
r
e

 

a
n
d

 

p
'
o
r
e
s
t
r
y
、

1
9
2
2
. 

N
o
.

 

I

P p.

 

I
I
.

 

p
r
o
k
o
p
o
v
i
c
z
.

 

p
.

 

7
7
)

■'
^

M

に

 

>
 
右

の

如

き

農

業

耕

作

上

の

退

步

ビ

い

ふ

現

象

 

.

•に

：附

加

す

る

に

"

農

業

革

命

の

：間

接

的

結

.來

S

し

：て

生

 

じ

た

.農

民

の

負

擔

0

加

重

を

以

て

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

 

い

。

多

く

の

錄

作

地

を

荒

廢

に

歸

せ

し

め

た

內

亂

の

琪

 

—

は

倉

は

な

い

ビ

し

て

も

、
革

命

の

結

果

農

民

は

農

業

上

、 

1

エ

業

土

.、

幾

多

の

所

得

の

源

泉

を

喪

失

し

ね

。

農

民

は

 

■

市

場

を

失

つ

た

の

で

最

も

有

利

な

る

工

業

用

植

物

の

栽

，

 

培

を

放

棄

せ

ざ

る

を

'得

，な

，か

0

た

。

又

都

市

に

於

け

る

 

生

活

：の

困

、難

か

ら

逃

れ

た

人

口

，が

農

村

に

充

滿

し

て

、

赞

々
土

地

の
^
0
じ
參
加
せ
る
#:
情
は
旣
に
記
し
れ
所 

ヤ
必
る
が
、
之
に
反
し
て
從
來
餘
_
人
ロ
の
刷
对
ロ
で 

の
ク
れ
所
办
丽
細
蓝
露
画
蓝
へ
の
茁
規
的
移
民
は
备
然 

則
鱗
さ
れ
た
o 

に
政
府
は
、
初
め
.は
#
制
徵
發
に
ょ 

f

然
る
後
に
現
物
陳
掷
に
ょ
づ
て
，
«
だ
重
き
負
擔 

ゼ
農
民
にg

し
て
居
る
。
：n

v
\

:,

' ,|

九

一

七

牮

苯

命

以

後

に

於

け

る

農

業

の

褎

微

は

耕

 

作

地

の

政

の

如

き

減

少

に

侬

つ

て

示

し

得

る

で

あ

ら

ぅ
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o
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十

九

糌(

六
芄
一

赞

農

髒

西
：#

於

け

る
製

民
.
！

：

題

サ
4

ユ
ト
政
府
の
下
.に
行
.は
：れ

れ

る

需

西

亜

の

農

業 

革
命
は
、
上
述
せ
る
所
に
ょ
つ
て
明
か
な
る

如
く
封
® 

地
主
に
對
す
る
農
民
の
繫
縳
を
完
全
に
切
斷
し
、
總
，て 

の
農
民
を
眞
の
土
地
所
有
者w

認
む
る
事
に
侬
つ
て
封 

建
的
土
地
制
度
§
»
後
の
痕
跡
を
一
掃
し
た
る

も
の
で 

あ
る
。
そ
れ
は
小
農
の
地
位
を
高
め
、
封
建
的
廢
墟
の 

上
に
小
農
土
地
所
有
の
制
度
を
確
立
し
ね
と
い
ふ
づ 

g

に
，於
て
3E
に
*

M
西
革
命
に
類
似
し
て
居
る
。
然
る 

に
マ
ル
ク
、ゾ
ズ
ム
に
依
れ
ば
一
切
の
中
世
的
殘
滓
を
掃 

蕩
し
^
る
土
地
の
■上
に
發
達
す
る
も
の
は
、

•フ
ル
ジ
ョ 

ァ
的
な
農
業
企
業
龃
織
で
あ
つ
て
決
し
て
&

#
主
_
的 

農
業
形
式
で
t
tな
ぃ
。
換
言
せ
ば
其
處
に
は
何
等
社
會 

主
_
革
命
の
理
由
が
存
し3

い
の
で
め
る
。

.

,

露
西
商
に
於
け
る
農
業
の
經
濟
的
技
^
的
狀
態
並
に 

&
民
の
心
理
が
金
然
共
產
主
_
制
度
や
典
產
主
義
&
想 

^
予

■

し

て

居

るビ

い
ふ
蕻
は
夙
に
ボ
リ
シ
エ
牛
キ
の 

認
め
る
所
で
あ
つ
て
、
例
へ
ば
露
魄
跑
農
村
の
共
產
ま

第

四

狨

一

五

セ



笫

ヤ

九
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六
茧
ニ
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勞
農
雜
西
雄!-
於
け
.る
農
民
間
題 

化
の
問
題
を
®'
初
に
論
じ
ft
る

<
ハgggtcherlakov 

は
■次
の
如
ぐ
言
つ
て
®
る
。「

ポ
リV

H

キ
キ
は1

九
一 

七
弗
十
:̂

の
茧
命
に
ょ
つ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
J

の
權
カ 

を
®
殺
し
れ
^
平
等
愆
想
の
贸
行
を
妨
害
す
る
主
柱
は 

取
除
か
れ
た
0
:だ
が1'
九
，

1:
七
年
十
月
に
於
て
V
蕾

| 

;0
:事
業W

し
て
、
社
會
主
義
の
即
時
の
完
成
即
ち
共
同 

•亂
，に
.於
け
Iる
共
同
勞
#
を
ft
言
す
る
«|
は
正
に
可
能
.で
こ 

ぁ
つ
'た
.

)

ら
ぅ
か
。
■何
人
も
其
の
；不
可
能
な
る
事
を
® 
ニ 

«
し
^
。
否
、
今
日(

I:

九
：一

そ

れj 

は
不
可
能
で
ぁ
る
o
農
民

{?
)
'多
數
は
社
會
主
義
思
想
を」 

理
解
ず
る
事
な
く
し
て
y

«
、
:$

の
M

M
に
甚
く
土 

地
の
自
由
な
附
加
的
分
配
の
み
を
欲
し
て
®:
る
。
我
 々

，は
其
綱
領
を
其
儘
承
認
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
れ
。
新

し

\

 

い
法
律
は
古
い
制
度
ょ 

> も
遥
か
に
勝
れ
て
は
居
る
'

が
：：

へ
 

:

而
も
其
の
.中
に
は
毫
末
の
社
會
主
義
も
存
在
し
て
居
な
.

-い

.°
農

民

は

趾

會

虫

義

の

：た

め

：

0
闘
爭
、
共
同
地
に
於
べ
.
 

け
る
共
同
勞
働
組
織
の
た
.め
の
鬪
.爭
に
於
て
は
、
殆〜

」

第

四

號

一

五

八

.獨
立
的
勢
力
ど
し

て
の
衬
等
の
重
要
性
を
^
有
し
て
居 

::
:
ら
な
い
。
此
の
事
は
最
も
明
瞭
な
且
つ
否
宠
し
麵
い
事 

:

實
で
あ
る
。

* -
.
•農
民
の
典
同
利
害
が
問
題
ビ
な
つ
て 

ン
居
た
間
は
、
即
ち
地
主
..の
支
配
.を
一
掃
す
る
ご
い
ふ
 ̂

:が
問
題
で
あ
ク
た
限
办
に
於
て
、
行
動
の1

致
が
存
在 

ぐ
し
た
。
併
し
今
や
社
#
虫
_
の
實
现
が
問
題
ど
な
る
に
-
 

及
ん
で
先
づ
脅
か
さ
れ
た
も
.の
は
富
裕
な
る
獨
立
農
民 

,の
世
襲
的
本
能
で
あ
つ
た
。
勞
働
者
が

p Ku
l
a
k
i

^
農 

村
ブ
ル
ジ
ョ
ァ)

に
對
す
る
鬪
爭
を
開
始
し
、
飢
儸
狀 

;

態
に
あ
る
都
市
の
爲
め
に
餘
剩
，穀
物
を
徵
發
す
る
に
及 

び
"
中
層
階
級
の
農
民
は
動
搖
し
て
不
穉
の
兆
候
を
示 

す
に
至
つ
た
。
.換

言

せ

.ば

勞

働

者

が

社

會

主

義

の

本

質 

を
漸
く
に
し
て
理
解
す
る
ド
至
る
や
否
や
、
農
段
の
或

.
 

「

部
分
は
斷
乎
<
し
て
以
前
の
同
盟
を
放
挪
し
、
ぺ
テ
ィ
•
 

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
の
偏
見
を
普
く
顯
示
し
た」

^
。(V. 

M
?

 

stcherfakov. 

concernfng- 

AgHcuitural 

c
o
m
m
u
n
e
s
.

X9I.S. 

prokopovicz. 
p

:̂.. 
8i>s

.̂'

最
も
節
» '

的
び
中
小
農
民
の
心

理

が

全

然

非
共

產

主
 

籤
的
で
ぁ
る

^
は

彼

等

の

'«
か
に
，靜

め

て&
る
;/
で
ぁ 

る

o5'
-
A農
民
は
地
主
せ
資
本
家
と
を
®
擊
す
る
所
の
社
龠

:

齢

し

灣

S

I

命
の
過
程
に
於
て
依
然
と
し 

て
之
と
協
力
し
て
居
る
も
の
は
僅
か
に
興
の
一
部
分
の 

:

貧
窮
t

農
民
に
過
I

い
の
で
ぁ
つ
て
、
他
の
中
小 

1
民

'.
;(

此
等
の
も
の
が
革
命
後
の
露
西
1!
1
1農
民
の
fe
f 

多

*

を

占

め

て

厣

る
#
ば
前
述
し
れ)

は
或
は
遂
^
し 

或
は
公
然
之
に
對
す
る
反
對
の
f
fri
を

>T
し

て

居

フ

fi
 

圻

Co
如

墓

民

の

心

理

に

就

て

は

L

I
も
亦
二
^

|

 

:

;

o

l

t

1

s

s

?

ヰ
ラ
i

:#
で

次 

0
如 

I

 i 

味
の
事
を
述
べ
て
居
る
！0「

我

々

は

ぜ

客PMevka 

\

f 

t
i 

, _
_

_ 

\ 

!
 

f 

* 

- 

* 

i
 

\/
 

1

/

.-L
V

A

卜
.
/

 ̂

• 

I
.

霞

ク 違 ®  

讀 1  

の 取 ?  

市 引 ，;2  

锻 の -  

所 中 ^  

在 心 t  

•地 地 } 
名/ c

V]

1

と ；

贼 .

： つ
；X  ' 

此 

> の 

L 不  

I 快  
i : な

M

併
し
：f

 

I

H

.

1何
時
で 

も
容
易
に
廢
止
し
得
る
様
なs

l
a
r
e
v
k
a

で
は
?

 

て
小
農
民
の
魂
の
中
、
其
の
行
動
の
中
に
生
き
_て
居
る 

.:
故
十
九
溶

a
c
M
H
r
:

-.
#
農
餺
西
既
じ
於
け
る

農
民
即
題 s

 

で
ゐ
る
。
此
の
も
0
は
®
 

の 

支
柱
で
あ
る
。
之
が
存
在
し
.て
居
る
限
り
、
資
本
主
義 

へ
の
逆
行
を
祖
止
す
る
の
は
雛
勒
で
あ
る

而
も
彼
等 

よ
我
々
よ
.り
も
、
も

つ

^
>.優

勢

に

な

る

か

も

匁

れ

な
し 

.
,
我
國
が
小
農
民
の
國
と
し
て
止
ま
る
限
り
に
於
て 

:資
本
主
義
は
典
產
主
義
よ
b
も
遙
か
に
强
い
8
.
4
5
=
違 

持
つ
で
あ
ら
ぅc

■農
村
生
活
.を
注
視
し
之

s
者

計
 

生
.活
S
を

此
較
し
て
見
る
な
ら
ば
、

資

本

主

_

が未
た 

,a
"s
し
て
居
な
いw

い
ふ
事
、
我
々
の
階
級
が
が
敵
が 

依
然VJ

し
て
自
ら
を
支
持
し
て
居
る
事
が
實
感
せ
ら
れ 

る
だ
ら
ぅ
。
彼
等
の
支
組
は
小
農
民
で
ぁ

る

o

f
ば
資 

:.
:本
主
義
の
最
後
の
此
の
支
柱
を
倒
壊
す
る
方
法
は
例
で 

::

あ
る
？

言
ふ
に
、
其
の
唯
一
の
方
法
は
農
業
を
含
む 

此
の
國
のV

切
の
經
濟
的
活
動
を
、
*r
し
き
技
#

W
1- 

礎
即
ち
近
世
大
エ
業
的
電
化
の
甚
礎
の
上
に
改
造
す
る 

•ご
い
ふ
事
で
あ
る
。
故
に
サ
キ
^
ト
政
府
は
全
國
の
fk 

匕
を
企
て
ね
ば
な
ら
な
い
o
然
ら
ざ
れ
ば
露
西
沿
は
永

晩

laixA

3j：
九
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.勞
農
餺
風
B5
1
2於
け
る
農
思
帅
題 

久
に
パ
農
民
'0
爾
と
し
て
止
ま
る
で
办
ら
ぅ
。
我
々
次 

.

我
々
の
地
位
が
資
本
家
の
地
位
ょ
り
弱
い
ヒ
い
上
事
全 

阈
が
電
化
さ
る
、
迄
、
を
し
て
工
業
も
農
業
も
■
輸
も 

典
の
®
て
が
近
世
大
エ
業
：の
抜
術
的
遨
礎
の
上
に
慶
か 

.

れ
る
迄
は
、
我
々
の
勝
利
が
決
定
的
で
な
い
ぱ
い「

ふ
事 

を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
し
；と
。〈

4
n
l
t
h

 

. 

Congress 

of the Soviets 

= 19
2
1 

V
P
. 
3
0
, proko

'̂'
-

 

I

vicN
，
p
p
.

004
-
8
0

L
e
n
i
n

の
此
の
見
解
に
從
つ
で
當
然
次
の
事
が
考
へ 

:
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
も
農
業
が
電
化
さ
れ
な 

い
で
、
ペ
ーK

ィ
•
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
の
心
31
-
:
^
左
右
せ
ら
れ 

る
小

.

；民
の
手
に
委
ね
ら
る
>
 
限

，
々

共

產

主

義

的

原

則
 

に
從
つ
て
農
業
紐
織
を
改
造
せ
ん
ビ
す
る
ニ
^
の
仓
ご 

は
無
效
.て
.は
な
.い
で
あ
ら
ぅ
か
と

。.へ
然
.る

(:
.
r

.

' t
^

ト
 

,政
府
は
進
ん
で
農
民
の
反
典
產
主
義
的
の
頭
腦
に
共
產

主
義
思
想
を
注
入
し
、
或
は
彼
等
の
原
則
を
農
#

に
適 

用
し
、
或
：は
其
の
厫
則
に
從

つ
て
農
業
狀
&
を
改
造
t

笫

四

锶
: :

ハ〇

ん
ど
企
て
た
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
其
の
許
畫
は
槪
ね
失 

敗
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
も
の
で
ぁ
る
。

一
九
一
八
年
ニ
月
十
九
«
の
土
地
社
會
化
に
關
す
る

布
吿
第
三
十
.五
條
^
は

次

の

如

ぐ

書

か

れ

て

居

る

。
.

「

社

#
主
義
の
速
か
^
る
成
就
を
目
的
ど
す
る
露
西
取
社
會

生
義
聯
邦
サ
冲H

ト
§

國
は
デ
共
同
的
土
地
耕
作
に

對
し
て
充
分
な
る
支
持
を
典
へ
：、
個
人
的
に
行
は
る
、

，
:
:
:

1

農
場
に
此
し
、
共
產
主
義
的
幽
體
農
場
又
は
協
同
旭
合

の
&;
揚
に
§
し
て
優
先
權
を
與
へ
る
。
故
に
土
地
分
配

に

關

す

る

限

り

に

於

て

は

第

一

一

十

條

に

ょ

る

先

取

«

は

先
づ
第
一
'に
農
業
コ
A
ミ
ユ
ン
に
，
次
に
は
圈
體
及

び

組
合
に
、
そ
し
て
最
後
に
私
人
及
び
家
族
に
屬
す」

ミ
o
.

I

九

一

九
年1

1

月
十
四
日
に
公
布
^
,̂
た
る
、
土
地
の

'社
會

主
義
組

織

並
に
社
會
主
義
的
耕
作
形
式
の
方

法
 

に
關
す
る
布
吿
の
第
3
條
及
び
第
四
條
_は
豇

にI

步
を

t\
 

t

 

M

m

f

l 

A

v
 

«
 

MHH
 
/
1
1 

f

 

rihy

者
に
侬
つ
て
搾
取
せ
ら
れ
る
事
を
麕
Jh
せ
ん
が
セ
め
、

一
切
の
科
學
的
及
び
技
術
的
發
明
を
農
業
に
適
用
す
る 

事
に
依
つ
て
之
を
社
會
ま
義
の
原
則
の
上
に
龃
織
せ
ん 

が
た
め
、
：勞
働
多
數
者
に
社
I

義
の
精
#
を
扶
植
せ 

:

ん
が
た
め
、
：
而
し
て
資
本
主
義
に
對
す
_る
|«
爭
に
於
て 

都
市V

ロ
レ
タ
リ
ア

=
V

さ
農
村
:/
*
. 

口
：レ
タ
ソ
ア
ど
を
結 

合
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
：土
地
の
耕
作
を
個
人
的
形
式 

か
ら
共
同
的
形
式
に
變
更
す
る
事
が
必
奥
で
ぁ
る
。
個
. 

人
的
形
式
は
1

時
的
の
^

時
代
後
れ
0

方
法
ど
0

て
認 

め
ら
る
可
き
で
ぁ
る
。ぃ
農
業
制
度
の
甚
礎
ド
> 
な
る
も
の 

は
.生
產
を
結
合
す
る
の
傾
向
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

其
れ
は
最
小
限
度
の
勞
働
®

费
用
.を
以
T

最
大
PS
K

0
 “ 

經
濟
財
の
供
給
を
可
能
な
ら
し
む
る
：で
ぁ
ら
ぅ
せ
。
 

(prokopovicz. 

op. 

d
r 

pp* 

80
6
0
 
ソ

:
+
!併
し
乍
ら
數
千
のR

場
や
作
業
場
を
國
有
化
し
た
樣：. 

な
方
^
で
千
八
百
寓
の
農
民
の
農
場
を
國
有
化
す
る 

ミ
い
ふ
事
は
到
底
不
可
能
な
る
项
き
を
以
て
ノ
ナ
牛
エ 

•

.
第
十
九
卷
|;
-
:
; 

X

六
，M
a£)

：

勞
農
癖
西
瓯
に
於
け
芯
農
民
.問
-題
：

.

ト

政
府
は
直
ち
に
全
國
に
一
旦
つ
て

農
業
組
織
を
.變
.港
せ 

ん
と
す
る
が
如
き
政
策
を
排
し
、
徐
に
之
れ
が
實
現
を 

期
す
る
の
方
法
に
出
で
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
nt
j

し
て 

.
共
產
主
義
'<
2
)
原
則
を
農
業
に
適
用
せ
.
ん
^
>
せ
る
.?/

ヰ
工
. 

ト
政
府
の
實
際
的
手
®

は
大
■

一一
 

つ
の
範
疇
に
分
つ
て 

觀
察
す
る
事
が
出
來
る
0

其

の

j

は
農
業
コ
ム
ミ
ユ
ン 

及
び
サ
キ

H

ト
農
場
^

劍
殷
す
る
方
法
で
あ
り
、
其
の 

i

1
は
農
業
耕
作
を
.次
第
に
:1
1
:ハ
產
主
義
化
す
る
ど
い
ふ
目 

的
に
役
立
つ
所
の
方
法
で
あ

も

。
農
業
收
獲
物
の
國
有 

化
ビ
農
業
耕
作
を
統
制
す
る
の
計
畫
S

が
之
に
含
ま
れ 

る
。
以
下
節
單
に
此
等
個
.々
に
就
て
其
の
實
績
を
観
察 

す
る
こV

J

に
し
ょ
：フ
。

先
づ
農
業n 

A
ミ
ユ
ン
ど
は
農
業
生
產
若
の
幽
體
で 

土
地
を
共
有
し
"
土
地
の
共
同
的
»
作
を
行
H

其
の
生 

產
物
は
之
を
典
同
的
に
使
用
す
る
所
の
農
業
組
織
で
あ 

る
。
旣
に
早
く1

九

I

八
年
六
月
に
、
政
府
の
農
業
®
員 

S. 

P. 

S
e
r
e
d
a

は
地
方
の
少
年
エ
ト
に
向
•つ
て
、
彼
は

第
四
概• 

H

ハ一



热

t
九
，#

O

ハ
五
六)

勞
農
铋
西
瓯
！1於
け
る
農
民
間
題

. 「
n

ム
ミ
ユ
ン
の
中
に
農
業
の
社
會
主
義
的
改
造
の
甚
;:
:
.
 

礎
の
存
す
る
事
を
信
ず
る

が
故
に
、
總
ゆ
る

方
法
を
以 

て
農
業
コ
ム
ミ
ユ
ン
を

支
持
す
る
だ
ら
ぅ

」

' ^

い
ふ

5]
|

-
 

を
通
吿
し
た
。
又
六
月
11
;
日
0
人
说
委
員
會
は「

農
業
コ
.:
:
-: 

ム
ミ
ユ
ソ
を
組
織
す
るw
い
ふ
廣
汎
な
'名
計
®
を

實

現

ノ
 

す
る
た
め
に」

ー
千
茁
留
の
金
額
を
農
業
委
員
に
附
與

\

 

す
る
所
の
決
議
を
姐
過
し
れ
。「
此
の
金
額
か
ら
貸
附
金

\

 

及
び
補
助
金
が
支
拂
は
る
可
き
で
ぁ
る
。
且
つ
其
の
目 

的
ビ
す
る
所
は
農
業
を
社
會
主
義
の
甚
礎
の
上
に
改
造 

す
るV

:

い
ふ
事
で
ぁ
る
。」

同
十
一1

日
に
は
農
業
の
發
達 

ぐ」

改
^
と
を
促
進
す
る
化
め
の
甚
金
の
中
か
ら
農
業
コ

\

 

:ム
ミ
ユ
シ
、
組
合
及
び
此
：種
0;
農

杖

並

：に

個

々

の

幽

體 

に
對
し
て
、
彼
等
が
個
人
的
耕
作
を
爝
し
て
共
向
⑽
# 

作
を
採
用
す
るw

い
ふ
，倏
件
の
下
に
«
附
金
が
11
-
容
せ 

ら
る
可
き
も
の
ミ
せ
ら
れ
れ
。
®
附

金

を

與

へ

；
ら

れ

、 

農
具
の
分
配
に
興
る
所
の
優
先
權
が
、
最
も
十
分
^
共 

同
勞
働
の
原
則
女
賞
行
せ
る
此
等
の
國
體

k
.附
與
さ
れ

.，第

四

號

r
パ
ニ

た
。
彼
等
は
又

±
地
の
分
配
に
際
し
て
は
先
取
權
を
保 

有
し
ね
。

-
九
一
八
年
の
終

6
に

は

コ
ム
ミ
ユ
ン
以
外 

.に
唯
耕
作
だ
け
，の
目
的
で
：結
合
し
て
居
る
農
業
組
合 

{即
ち
ア
ル
テ
と
が
次
第
に
增
加
し
ね
。 

o
p
.
o
t
.

 

pp. 

91-93)0

サ
キH

ト
政
府
は
此
の
運
動
に
多
大
の
期
待
を
繁
ぃ 

:

だ
。
例

べ

ば

B
u
k
h
a
r
i
n

は
農
業
コt

ミ

ユ
ン
に
關
し
て 

次
の
如
き
觀
察
を
下
し
て
居
る
-?
サ
キ
工
ト
農
場
の
例 

は
農
民
に
大
.典
同
耕
作
の
利
益
を
示
す
だ
ら
ぅ
。
若
し 

も
農
民
が
此
の
利
益
を
享
受
せ
ん
ヾ」

欲
せ
ば
勢
ひ
コ
.
ム 

ミ
ユ
ン
及
び
ァ

\

 

,

グ
ル
に
結
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ら
ぅ 

.農
村
に
於
け
る
典
產
黨
の
仕
事
は
今
や
小

農
民
耕
作 

を
、
ょ
り
高
き
呻
間
の
典
同
»
作
階
段
に
高
め
る
に
ぁ 

る
，
我
々
は
農
業
生
產
力
の
發
殷
が
、
此
の
方
向
に
向 

ひ
つ
、
め
る
ミ
信
す
可
き
理
由
を
持
つ
て
居
る」

と
？ 

(
N
.

 

B
u
k
h
a
r
i
n

 
a
n
d

 

K
,

 p
s
b
r
a
j
e
n
s
k
y
.

 

T
h
e

 

A
B
C

 

o
f

 

c
o
m
m
u
n
i
s
m
,
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2
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p
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p
p
.

93-94
)
。

然
ら
ば
此

.の
運
動
の
實
際

.的
，，結

果

如

何

ヒ

言

ふ

に

、

:

を

.^
決

し

て

サ

ヰ

ユ

ト

政

府

の

希

紫

を

滿

す

に

班

る

も
 

の
で
は
な
か
つ
た
。
今
、
，
歐
羅
巴
露
西
蓝
R

於
け
る
コ 

ム
ミ
ュ
シ
及
び
ア
ル
タ
ル
の

.狀
態
を
示
せ
ば
、

I

九V

九
咿1

刀 

同

:六
月 

j

九
ニ
0

年
四
刀 

1

九
：ニ一

年
一
月 

■:

同

九

刀

づ
,'
ム
ミ
ソ
败

_
,ブ
五

0

..

ニ C

九
九 

.

1

七
！一
三 

T

八
ニ
九 

1

3L
l
i 八

.ァ
^
テ
)v
数
，
 

四
ニ
ニ 

1.九
三
3£

」

:三
八
六
五
：
 

九
0
六
四 

一
〇
〇1

五

此
表
に
依
つ
て
我
々
は
コ
ム
ミ
ユ
ン
の
數
は
一
九」

 

九
年
の
夏
に
於
て
頂
上
に
達
し
、
..爾
來
次
第
に
減
少
し 

っ
、
.あ
.る
が
、
之
R

反
し
^

K

ル
^

ル
：の
數
は
漸
次
増 

加
し
つ
\

ぁ
る
S

い
：，ふ
.事
を
知
る
0
.
又
コ
ム
三

ユ
ン
の 

發
生
せ
る
.土
地
に
就
て
言
へ
ば
，
自
作
農
民
は
自
己
の 

土
地

の

n

ム
ミ
ユ
ン
化
さ
れ
る

W-

に
は
擧
つ
セ
反
對
し 

て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.農
業
コ
ム
ミ
ユ
ン
に
於
け
る 

:

笫

屮

九

猞

(

六
31
:

七)

:

勢
農
_

脾
龊
|-
於
け
る
農
说
間
趄

主
要
な
る
役
割
は
々1
九
ニ
七
年
の
終
り
に
於
て
新
k 

私
有
地
及
び
國
有
地
の
分
酡
に
與
つ
た
貧
畠
並
に
農
村 

:歸
還
者
に
依
つ
て
の
み
行
は
れ
て
屈
る
€ S

ふ
事
を
指 

示
し
得
る
。

(

ニ Ab
o
u
t

 

the 

L
a
n
d
、

L
 

pp, 

3
6.42 

Prokopovicz. 

pp. 

9
4
-
9
5
)
。

又
旣
に一

九一 

I〇
年
の
初 

め(

四
月
，

一

日)

の「

ィ
ズH

ス
.チ
ャ」

紙
は
、農
業
ロ
ム
ミ 

ユ
ン
に
對
し
て
農
民
が
激
し
く
敵
對
し
、
暴
力
を
以
つ 

て
佌
の
組
織
を

^

^ :

せ
ん
と
せ
る

^

て
が
結
局
最

も

悲 

，劇
的
な
混
亂
だ
流
血
ぞ
に
終
つ
^

S報
じ
て
居
る
。

ハ
ュ P. 

Apostoi.'The. E
c
o
n
o
m
i
c
.

 Balance 

sheet 

of 

w
o
i
c
h
e
v
i
s
m
、

Soviet 

Russia. 

Paris. 

IVD
2
4
.
. 

p 

1
0 

參

照)

'

今

日

で

は

、

農

業

n

ム
ミ
ユ
ン
の
運
動
は
農
業
耕
作 

上
の
一
傾
向
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
事
♦か
明
白
に
な
つ
て 

居
る
。
之
に
依
つ
て
個
人
的
»
作
形
式
が
共
同
耕
作
の 

形
式
に
變

m
せ
ら
れ
る
だ
ら
ぅ

^
い
ふ
見
込
は
毫
务
存 

'在
し

て

居

ら

な

い

。

.
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-馆
十

九

翁(

六
五
八〕

，勞
農
餺
西
瓯
に
於
け
る
農
民
_
煺

次
に
ナ
ヰ
-
ト
農
場
建
設
の
必
要
は
、
農
村
ょ
り
の 

穀
物
の
供
給
が
次
第
に
1

^
な
る
に
從
つ
て
盛
に
主 

張

せ

ら

れ

る

に

至

つ

た

デ

郎

ち

之

は

”

都

市

及

び

エ

業 

勞
働
者
に
木
斷
に
食
物
を
供
給
し
得
る
、
且
又
、
農
業 

上
の
窗
を
最
珞
有
效
に
適
州
し
得
る
所
の
、
火
農
法
に 

某
く
國
民
農
場
の
組
織
、j
所
謂
穀
物
.

H

場
を
創
設
す
.可 

しw

い
ふ
主
張
で
.あ
る
。

1 :

九
一
：九
年1,1

月
十
四
日
の
，
 

布
5

^
'̂

土
地
の
|1
:
龠
主
義
的
«1
織
並
：に
社
會
主
義
的 

:耕
作
形
式
の
方
法
に
關
す
る
布
告
は
此
の
新
制
度
の
目 

的
を
次
の
如
く
規
定
し
て
居
る
。「

ザ

ヰH

ト
農
場
は
次
.
 

の

目

的

を

以

て

組

織
Iせ
.ら
れ

る
.。
A
、
農
業
生
產
力
の 

*
加
及
び
耕
作
派
の
增
大
に
依
つ
て
供
給
の
最
大
限
度 

の
增
加
を
計
る
こ
^
。
；B
>

共
產
主
義
的
耕
作
を
完
全 

■に
®
現
す
る
た
め
の
條
件
を
創
設
す
る
ンJ

气

、
C
、
農 

業
上
の
知
識
を
興
及
す
る
：れ
め
の
中
心
を
形
成
し
且
つ

2
.
t
^
*
.l
^」

.
^
3 

6
>
-
i
t

L0(

p
r
o
k
o
p
o

<.
C
N
. 

o
p
.

D.
t
.

笫

四

媿

一

六

四

p. 

3サ
キ
エ
：
ト
農
場
は
其
れ
が
單
一
の
經
濟
的
中
心
か
：
b 

ぃ
發
し
且
つ
M

】

の
生
產
§1
»
を
實
行
す
る
事
が
出
來
る 

i
い
ふ
«
に
於
て
、
農
業
コ
ム
三
ユ
ン
に
比
較
し
て
重 

,
大
な
る
利
益
を
持
つ
て
居
た
。
而
し
て
此
の
農
場
を
龃 

|

織
せ
る
中
心
勢
力
は
槪
ね
工
業
ブ
口
レ
タ
リ
ァ
で
あ
つ 

\

左
。
何
故
か
S
沄
ふ
に
、
旣
に
指
示
せ
る
如
く
、
土
地 

一
，の
平
等
分
割
ど
富
裕
な
.る
農
民
に
對
し
て
半
ブ
ロ
レ
タ 

\ 

V
,ァ
農
民
を
擁
譏
す
る
€
い
上
政
府
の
政
策
ビ
は
獨
求 

\

的
階
級
と
し
て
の
農
村
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
を
完
全
に
«
滅 

\

し
て
終
つ

ft
か
ら
で
あ
る
。
故
に
サ
キ
エ
ト
農
場
組
織 

の
ニ
切
の
複
雜
な
且
つ
重
要
な
仕
事
は
工
業
勞
働
者
に 

I
委
ね
ら
れ
る
事
に
.な
り
、
此
因
的
を
以
て
"農
業
委
貝
は 

:全
露
勞
働
組
合
會
議
と
の
協
約
に
依
つ
て
一
の
#
殊
# 

:
:

:

員
會
を
創
設
し
.
此
の
委
員
會
の
委
M
か
ら
特
に
有
能 

に
し
て
經
驗
に
富
ん
だ
勞
働
者
を
選
出
し
て
之
を
以
て 

>

4
ェ
ト
農
場
の
*
方
吣
1
營
に
任
讼
し
め
た
。，
斯
ぐ

し
てH

業
勞
働
者
は
事
實
上
各
她
方
の
少
キH

ト
農場
 

;

:

に
於
て
多
く
の
代
表
渚
を
耵
す
る
に
至
つ
た
許
り
で
な 

,ぐ
"：:1
1
に
又
エ
業
ブ
。
レ
タ
ジ
：ァ
：：の
團
體
及
び
鈕
合
は 

1
.

九

一

九
年

1

一
月
十
五
日
の
布
：

$
1

に
侬
纟
、
，
彼

等

：自
身 

.

の
食
物
必
要
額
を
充
す
的
を
以
て

>

4
エ
ト
農
場

v
j 

紐
織
し
得
•る
權
利
を
與
ベ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
：(ibid, 

p
p
.
^
-
^
}

.

サ
冲.

H
:

ト
農
場
は
、
へ
右
の
布
吿
の
公
布
以
來
農
村
各 

■
地
代
相
次
い
で
述
設
せ
ち
：れ
、
其

の

擻

は1
九
ー
九
牟 

;
:
一
 

に
は
n

¥
五
西
四
十
七
’

同
.

一 :1

十
苹
に
は
四
千
ニ
百
九 

十
二 

ノ尚
--
•—
♦
十

ー

年

に

は

五

千

九

苗

十

八

芩

い

ふ

增

加
 

.を
示
：し
れ
。

一
九
ニ
 

|

年
の
終
り
に
.於
け
：るK

冲

H

ト 

農
場
の
：全
耕
地
は
三
西
七
萬
九
千
ニ
西
六
十11
デ
|シ
ャ 

.

.
チ
ン
に
達
し
て
居
る
。
併

し「

鸵

に

！
九
こ
〇
年
の
終 

み
に
淤
て
次
の
事
が
明
で
あ
，つ
た
。
■
現
在
の
國
家
財
政 

の
狀
態
のF

に
於
て
"

何
等
^
の
大
な
る
國
家
的
濃
業 

訃
.畫
の
行
は
れ
る
«

を
期
待
す
る
の
は
不
可
能で
あ
つ 

,

n

N笫

十

九

卷(

六
觅
九〕

努
賧
醤
戚
ド
於
け
墓
民
脾
超

た

..
0
サ
ヰ
土
ト
農
揚
に
關
す
る
統
t
的
#,
實
は
其
處
に 

.何
等
著
る
し
い
増
如
の
-̂
い
ビ
い
ふ
事
を
示
し
て

® 

，
る
。
を
し
て
一
九
二 

{
年
の
調
奄
が
明
に
示
す
如
く
現 

、
存
：サ
斗

-
ト
農
場
は
«
濟
的
に
經
螫
5
れ
る
事
が
出
來 

|

な
が
つ
れ
。
總
ゆ
る
方
法
が
,

せ

ら

れ

た

る

に

も

枸

ら
' 

j

ず

、
我
.々
は
、
サ
.斗
エ
ト
農
揚
が
近
き
將
來
に
於
て
食 

|

料
エ
場
に
な
る
だ
ら
ぅ
^
い
ふ
希
望
を
放
棄
せ
ざ
る
を 

得
な
か
つ
た
.の
で
あ
るj

o
m
e
p
o
r
t

 

of t
h
e

o
o
m
mK*
-

{

. 

- 

' 

. 

_ 

-
I
:
- 

:
j 

a
d

 at 

o
f 

Agriculture 

t:o 
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X
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C
o
n
g
r
e
s
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o
f

}
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‘

I
'

:
1
九
ニ 

一

年
の
終
り
頃
か
ら
農
K
が
サ
キH

ト
農
場 

へ
を
借
地
す
る
ど
い
ふ
傾
向
が
次
第
に
現
は
れ
て
來
て

居 

る
。
或
る
地
方
で
は
、.
テ
キH

ト

農

場

は

其

の

.耕

作

地 

の
殆
r
七
割
五
分
の
借
地
を
許
し
て
居
る
。
之
は
サ
ヰ 

h

ト
農
場
が
到
底
經
濟
的
に
維
持
さ
れ
得
な
か
つ
れ
結 

果
で
ぁ
る
。
斯
く
し
て
典
同
的
農
業
形
式
を
樹
立
せ
ん

笫

四

號

一

六

3|
.



，笫

十

九

卷(

六
六
0 .)

勞
塍
露
西
蓝|:
於
け
る
塍
民
間
題 

W

す
る1

1

っ
の
計
畫
は
遂
に
失
敗
に
終
っ
た
。
兩
者
は 

僙
炉
に
農
民
に
旙
せ
ざ
る
耕
作
地
の
三
分
を
占
め
て
居 

る
に
過
ぎ
な
い
^
宁
^

.

.

■
Z
.
:
.
'

,

七

：

;'
'
:
'
.
.

' -
,
:
:
リ
い

次
に
農
業
收
獲
の
國
有
化
の
問
題
は
即
ち
サ
ヰ
二
ト 

政
府
の
食
料
政
策
を
意
味
す
石

も

の

で

ぁ

る

。

凡

そ

假

 

政
府
の
下
に
於
て
農
民
か
ら
逾
常
な
價
格
で
食
料
品
を」

，
 

»
入
す
るV

J

い
ふ
殷
則
に
基
い
て
行
は
れ

た

食
料
供
給 

組
織
は
、十
月
革
命
に
侬

っ

て

完
全
に
破
壤
せ
ら

れ

た

。

サ
ヰ
二
ト
政
府
は
之
に
反
し
^
都
市
の
人
ロ
及
び
エ
槳 

勞
働
者
に
對
す
る
食
料
供
給
：の
不
足
を
補
ふ

爲
に
、
農 

W
に
對
す
る
物
々
交
換
の
政
策
を
採
用
し
れ
？
此
の
物 

々
交
換
の
形
式
は
典
產
主
義
的
：平
等
原
則
に
華
い
て
行
丨 

は

る
可
き
も

の

ミ

せ

ら

れ

た

。.即
ち

—
定
の
經
濟
單
位 

例
へ
ば「

ヲ(

ロ
ス
トJ

は
、
.，彼
等
が
^
渡
す
，所
の
生
產
物 

.の
it
に
比
例
し
て
、
エ
業
製
造
品
、
遵
具
等
を
受
取
り 

(

即

ち

小

麥V

ブ

ー

ド

に

對

し

て

一
ア

ル

シ

ン)

、

a
つ

.

饿

四

號

一

六

六 

其
等
を
；伞
等
に
各
員
の
間
に
分
配
す
可
き
も

の

マ

」

せ

ら

 

れ
れ
。
斯
く
て「

ヲ
ロ
ス
ト」

の
全
員
は|

$

物
を
引

渡

す

 

事
を
以
て
自

ら

の

利
益
で
あ

る

K

感

す

る

だ

ら

ぅ

、

又

 

:

貧
民
は
富
者
を
促
し
て
彼
等
の
餘
剩
を
放
棄
せ
ざ
る
を 

得
ざ

ら

し

む

る

で

あ

ら

ぅ

い̂

ふ

の

で

あ

る

。

此

の

理

由

に
®

き

二

九

1

八

年

四

月

一

«

の

布

街

は

 

食

料

委

員

の

許

可

な

く

し

て

毂

物

さ

他

の

製

品

ど

を

交

 

換

す

る

事

を

禁

じ

た

。

食

料

委

員

の

指

令

せ

る

^

f t
の
 

原

則

は

次

の

如

き

も

の

で

あ

つ

た

。

(

一

)

各

地

方

の

内

 

部

に

於

て

は

、

製

品

は

各

紺

合

員

に

侬

つ

て

引

渡

3

れ

， 

た

る

穀

物

其

他

の

食

料

品

の

量

に

此

例

し

て

、

各

共

同

 

組

合

及

び

地

方

組

合

の

間

に

分

配

せ

ら

れ

る

。

o

r;
各

 

:. 組
合

の

內

部

に

於

て

は*,
'

分

配

は

制

宛

さ

.れ

た

る

規

傘

 

に

■
從

ひ

"

且

つ

地

方

機

關

の

管

理

の

下

に

多

少

平

等

に

 

行

は

れ

る

(
1

5

^
品

を

极

々

の

&

民

に

直

接

別

渡

す

 

事

は

厳

密

に

禁
-{
h

せ

ら

れ

る

。〈

四

)

製

品

を

龃

合
^

a

.
 

の

總

て

0

貧

窮

な

る

分

子

の
間
に
分
配
す
る

.に
當

つ
て

其

の

目

的V
J

す

る

所

は

、

彼

等

を

促

し

て

富

裕

な

る

も

 

の

が

其

の

穀

物

を

放

棄

す

る

の

餘

儀

な

き

に

至

ら

し

め

 

ん

が

爲

め

で

あ

る

。

(

五

)

引

渡

さ

れ

た

る

穀

物

.
量

の

四

 

分

の

一

は

1 ?
品

で

支

拂

は

れ

、

四

分

の

彐

は

货

幣

で

支

 

拂

は

れ

る

。

(
p
s
k
o
p
o
v
i
c
z
p
p
;

 

I
〇

I
-
I
〇

3
)
o

.
斯

く

て

食

料

政

策

に

關

す

る

サ

牛

H

ト

政

府

の

最

初

 

'の

根

本

政

策

に

於

て

所

！

i

共

產

主

義

的

苹

等

脱

則

が

實

 

現

せ

ら

れ

た

譯

で

あ

る

が

、

而

も

平

等

原

則

に

基

く

此

 

0 .
交

換

方

法

は
®

だ

奇

異

な

る

も

の

で

あ

つ

た

。

：
：
總

ゅ

 

る

交

換

は

交

換

せ

ら

れる
も

の

、

問

の

等

價

量

を

豫

想

 

す

る

も

の

で
■.あ

る

か

ら

、
'
 

^

^
rr
i
:
か

ら

受

取

る

製

品

は

當

 

然

農

民

に

依

つ

て

引

渡5

れ

た

る

生

產

物

ミ

等

價

量

で

： 

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

善

で

あ

る

「

が

、

-'
'
|

」

九

」

八

年

四

乃

 

に

サ

キ

キ

ト

政

府

に

依

つ

て

提

出

さ

作

た

交

換

の

形

式

 

.に

於

て

は

：
、

明

に

、

全

然

此

の

交

換

の

要

素

が

存

在

し

 

な

か

つ

た

::
0
'
何

故

か

さ

言

へ

ば

、K

の

政

策

は

一

の

階

 

級

股

則

に

遞

ぐ

も

の

で

あ

つ

て

、

食

料

供

給

の

負

®

は

.

笫

十

九

卷

(

六

六

一〕

努

農

餺

西

舐

に

於

け

る

牋

民

間

題

主

：
ビ

し

て

農

村

の

富

裕

な
‘る

.分

子

に

課

せ

ら

れ

て•居

乍

. 

ら

、

■

人

的

消

费

物

並

に

家

事

必

要

品

の

分

配

に

際

し

 

て

は

贫

窮

な

る

も

の

に

優

先

權

が

與

へ

ら

办

"

小

農

民

 

が

大

農

民

ょ

り

も

ょ

り

多

く

の

分

配

に

與

る

の

で

あ

る

 

I

か

ら

、

概

し

て

分

配

は

最

も

少

く

生

產

し

且

つ

最

も

少

' 

I 

く

引

渡

し

れ

も

の

が

最

も

多

く

を

獲

得

す
る

S

い

ふ

原

 

則

の

上

に

行

はれ
；
？
：！

か

ら

で

あ

る

、
o

cr
a

で

で
.
S

3

.
1

0

4
)

斯

の

如

き

食

料

供

給

組

織

へ

か

自

家

必

翦

以

上

の

穀

物

 

を

產

出

し
得

た

所

の

節

約

な

る

.
農

民

の

利

益
を
掼

傷

 

す

る

に

至つ

た

ご

い

ふ

事

、

其

の

結

果

w

し

て
食

料

供

 

給

頟

が

次

第

に

減

少

す

る

に
0

つ

た

ど

い

ふ

事

は

至

極

 

常

然

で

あ

る

。
茲

に

於

て

厳

善

の

改

革

手

段

は

ゝ

平

等

 

'

分

配

0

原

則

を

放

擲

し

、

食

料

政

策

は

穀

物

を

所

有

す

 

る

農

民

の

利

益

の
上

に

之

を

打

歡

て

る

可

き#

で
あ
る 

が

、

然

し

斯

の

如

き

解

決

方

法

は

'
共

產

主

義

に

對

す

る

 

::
:
:背

反

で

あ
卜

、

典

產

生

義

的

平

等

原

則

の

上

に

世

界

を

； 

改

造

せ

ん

ど

す

る鬪

®

を

放

棄

す

る事

を
：窥

味

す

るも

第
_
魏L 

I

•六
七



.

.
银
寸
九
^

(i

ハ
六
二)

^

線̂
四
2&
|̂
於
げ
る
農
民_
:題

J
四

免

1六
\

の
で
あ
る
か
ら
、
サ
，
4 H

ト
政
府
は
勢
ひ
m

0

竿
段
'に

の
禁
銅
、
彼
等
の
：總
ゆ
る
耕
作
地
の
沒
收
、
及
び
典
同 

r

へ
：ざ
る
を
得
な
か
つ
た

^
で
あ
る
。
そ

は

即

ち

布

名(

體
が
ら
の
除
名
を
以
て
脅
か
さ
れ
れ
。
載
物
其

.他
の
徵 

な
る
穀
物
强
制
徴
發
の
政
策
で
あ
つ
た
。
，，

.
發
に
對
し
て
反
抗
の
行
は
れ
た
場
合
に
關
し
て
、
布

!-
丨 

穀
物
强
制
微
發
ど
は
一
言
に
し
て
云

へ
ば
、
農
民
に
.

は
武
力
の
使
用
を
も
規
定

'し
た
。

0
し

國

家

^

_
す
る
«
務

ビ

し

て
一
切
の
餘

剩

额

(

即

一

.

斯
の
如
さ
方
法
に
依
つ
て
農
民
收
機
の
國
有
化
を
實 

ち

一

月

1
人
に
就
き
一
ブ

I
ド
以
上)

の
引
渡
し
を
命
一

.現
せ
ん
と
せ
る
サ
牛
工
ト
政
府
は
、
先
づ
農
村
，フ
ロ
レ 

じ
、
徵
發
を
國
家
强
制
手
段
に
依
つ
て
行
ふ
事
を
意
味
一
タ
ジ
ァ
及
び
半
ブ
ロ
レ

.タ
リ
ァ
分
子
即
ち
殆V 」

土
地
も 

す
る
：。1

九
一
八
年
茧
月
十R

百

b
食
料
徼
發
に
關
す
家
畜
も
有
し
な
い
農

.民
に
其
の
支
持
を
仰
い
だ
。

一
九 

:る
布
紫
が
公
布
さ
れ
た

-°
穀
物
所
有
者

.は
此

の

布

钾

のj

一
 
八
年
六
月
十
一
日
に
は
、
富
裕
な
る
農
民
か
ら
穀
物 

結

*
パ
し
て
播
瑕
に
必

«
な
る
分

£
及

び

次

の

收

獲

時

餘

剩

额

，を
徵
發
す
る
爲
め
に
、
地
方
食
料
姿
員
像
を
援 

迄

の

_

火

的

作

费

量

以

上

の

一

切

の

所

有

穀

物

を

放

棄

j

助
す
る
の
任
務
を
有
す
る
貧
民
委
員
會
に
關
す
る
布
吿 

せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ

ft
。
以
上
の
播
種
必
要

s
ど

消

费

が

公

布

さ

れ

た

。
此
の
布

^
の

目

的

は

、

速
炉
に
♦穀

吻 

JI
1
ど

は

特

殊

な

规

準

に

從

；つ

て

決

定

せ

ら

る

可

き

も

の

\
餘

剩

额

を

徵

發

.す

る

事

に

依

つ

て

贫

民

は

多

大

の

利

益 

ど
さ
れ
た 

'此
の

布

张

は
.、
貧
窮
な
る
農
战
努
働
者
を
を
與
へ
ら
れ
る
だ
ら
ぅ
と
い
ふ
に
あ
つ
れ

0
斯
く
て
此 

促
し
て
農
村
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
丨

>£
鬪
爭
せ
し

‘む
る
も
の
等
の
赛
員
會
は
農
村
の
間
に
階
級
陶
爭
を
霞
起
し
た
。
 

で
あ
つ
た
。
餘
剩
を
有
し
乍
ら
而
も
其
れ
を
放
棄
せ

■ざ
然

る

は

貧

民

委

員

會

は

、
.〗

方
に
於
て
は
、
食
料
の
叱 

，々
し
も

.の
は
人
民
の
敵
な
り

f
t
言

さ

れ

‘、

十

年

以

上«
に
苦
し
む
地
方
か
ら
殺
倒
し
來
れ
る
人
な
に
依
つ
て

夥
し
く
增
員
せ
ら
る
、
に
及
ん
で
、
彼
等
は
自
ら
の
窮
，
 

乏
を
充
す
に
急
で
ぁ
つ
穴 
>
め
に
結
局
は
政
府
の
食
料 

徴

發

の

趣

旨

に

副

は

な

：
か

^;
た
ビ

い

ふ

事
に
ょ
り
、
他 

方
に
於
て
は
、
農
村
民
の
他
の
總
て
の
階
級
に
侬
つ
て 

斷
然
反
對
さ
れ
ヽ
排
斤
せ
も
れ
タ
興
結
果
各
地
方
に
於\ 

け
る
叛
亂
の
原
因
を
_
成

す

る

，
に

至

づ

た

S
い

ふ

事

に| 

i
ち

：
、
：
.同
十
一
月
所
期
の
目
的
を
達
す
る
凝
な
ぐ
し
：て
':
:
. 

廢
北
さ
れ
れ
。
茲
に
於
て
か
ナ
ヰ
土
ト
政
府
は
勢
ひ
最
一 

も
信
賴
す
る
に
足
る
可
き
ft1

の
分
子
即
ち
都
市
ブ
ロ 

レ
タ
リ
ア
の
援
助
に
俟
た
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
爾
來 

都
市
勞
働
者
に
.
.依
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
食
料
徵
發
隊\ 

が
各
農
業
生
產
地
に
派
遺
為
れ
ポ
被
等
は
武
ヵ
的
强
制 

手
段
を
以
で
榖
物
徵
發
の
任
に
當
：つ
：た
の
で
ぁ
る
。

\

:1

九

1

九
年
か
ら
は
所
耍
の
穀
物
量
を
生
產
ヵ
に
應
::
:.
; 

じ
て
各
地
方
に
割
當
て
、

ヲ
マ
ス
ト
及
村
ナ
4
ユ
ト
は 

«

0
割
當
て
ら
れ
た
量
を
两
び
_
々

；
の
：
負

擔

者

に

割

當

':
:;
'
: 

:て

、
«
|
|
1、
^
|!
#
に
都
市
の
エ
業
ロ
»0
の
餘
剩
は
食
料
。

.

浓

十

九

卷(

六
六
三〕

.
勢
捣
魃
西
逋
1
1於
け
る
農
民
間
題

委
員
を
通
じ
て
之
を
農
村
に
引
渡
す
ビ
い
ふ
事
が
行
は 

れ
れ
。
之
は
：右
の
食
料
徵
發
隊
の
活
動
を
援
助
す
る
手 

段50

し
て
最
も
必
耍
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
の
で
あ
る 

が
、
而
も
之
6
交
換
ド
賦
與
3
る
可
S

H
業
品
は
工
業 

,上
0
衰
微
に
依
.つ
て
最
も
不
充
分
に
供
給
3
れ
れ
に
過 

ぎ
な
い
ご
い
ふ
有
様
で
あ
つ
れ
。

農
業
を
國
有
化
せ
ず
し
て
農
產
物
を
國
有
化
し
此
の 

產
物
を
共
罾
生
義
的
ヰ
.等
原
則
に
ft
;つ
て
分
,
す
る
ど 

い
ふ
此
の
特
殊
な
る
制
度
が
、
如
何
な
る
結
^
を
往
じ 

た
か
は
今
や
明
自

で

ぁ

つ
れ
。
農
域
が
最
早
や
被
等
自 

身

0:
個
<
如
欲
藥
を
充
足
せ
し
む
る

|:
足
る
^
け
.の
分 

M

以
上
' に
.生
產
物
を
增
加
す
る
の
_刺
戟
を
失
ふ
に
ま
づ 

た
0
ほ
何
等
怪
し
む
.に
足
タ
な
い
;-
0
農
民
は
彼
代
對
し 

て
武
力
的
瞵
爭
を
紐
®
し
、
而
も
彼
に
何
等
の
報
.償
を 

も
與
.へ

す
、
彼
の
双
»
せ
る
農
場
を
恢
復
す
可
き
何
等 

.の

援

助

をも
與
.へg

所
の
都

市

に
向
つ
て

、

彼

の

勞

働 

ビ
K
の

產

物

と

を

附A
す

る

*

を

拒

んた
の
で
あ
る
。

■ 

第

四

號

一
六
九



第

十

九

卷(

六
六
四0
;
. 
r

努
農
羅
西
跑
に
於
け
.る
農
民
間
題

其

の

結

果

エ

業

製

品

ふ
-交
換
ぜ
&-
る
可
.き
農

能

物

.の

餘 

-剩
t
t最
早
.や
生
產
せ
ら
れ
す
、
農
’民
は
_
ら

生

產
0
領 

域
を
狹
め
て
M
始
的
自
然
經
濟
の
形
式
b
ll
れ
住
.む
に 

至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
サ
4

4:ト
政
府
が
食
料
の
網
乏 

に
備
へ
./L
W
せ
る
最
終
窮
餘
の
策
が
、
斯
く
し
て
益
々
；| 

食
.和
の

窮

，乏

を

大

な

ら
.し
ぴ
る
の
&
來
_を

招

來

し

た

€

へ
一 

い

ふj

.事
は
、
世
人
の
普
く
知
る
所
^
あ
；る
。

(ibid.

バ| 

p
p
，
IOS-II2 

參
照)

，
..

レ

：.
$ 

: '
:

H

:-
:'
:;
.
A
.
.パ

:

最
後
に
農
業
耕
作
に
對
す
る
國
家
統
制
の
問
題
に
就
一 

て
は
、

一
九
ニ
〇
年
の
秋
^
':
:
'
0
5
多
3

^
が
、
夂
ラ
ク 

ダ
紙
上
に
於
て
："
農
業
め
危
機
に
關
聯
し
て
次
0
如
く 

| 

述
ベ
て
®
る
.「

農
業
危
«
の
一：

因
は
疑
.ひ
も
な
ぐ
穀
物
一 

生
產
中
心
地
方
に
於
け
る
過
度
.の

食

料

徵

發

じ

基

く

。
，
： 

併
し
又
此
の
危
機
は
ゾ
農
村
に
於
け
る
社
會
關
係
の
不
■
 

完
全
な
る
變
化
に
歸
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
依
然
と
し 

>て
.殘
存
ず
る
所
の
ズ
ル
ジm

ァ

關

係

は

：、

不

可
B
的
に

笫

四

狨

一

七0

農

村

に

誘

導

せ

ら

れ

た

：る

新

し

き

社

#

主

義

的

形

式

ミ 

矛
盾
す
：る
も
の
：で
あ
る
。
例
へ
ば
穀
物
獨
占
の
制
度
は 

.農
村
生
活
の
ブ
ル
ジ
日
ァ
的
®
礎
を
覆
へ
す
所
の
社
會 

的
要
素
の
一
つ
で
あ
，'る
。
而
し
て
そ
は
次
®
に
總
ゆ
る 

農

產

物

に

對

す

る

全

般

的

な

獅

占

制

度

に

迄

成

，長

し 

.

允
。
其
の
制
度
は
結
局
個
人
的
耕
作
と
典
存
す
る
«
は
.
 

「

出
’來
^
い
。
即
ち
今
や
小
農
民
の
.鉚
作
を
助
成
し
■發
達 

せ
し
む
る
刺
戟
が
.存
在
し
て
居
ら
な
い
と
い
ふ
事
が
1 

へ
々
指
«
せ
ら
れ
：て
居
る
。
彼
等
は
.屢
々
收
獲
地
を
削
減
.
 

し
彼
等
の
個
人
的
欲
望
の
充

.足
を
以
て
滿
足
す
る
^
;
 

い
ふ
傾
向
を
示
し

た
。」

斯
く
て
彼
は
次
の
結
論
に
達
す 

る
"「

此
の
狀
態
か
.ら

免

る

、
唯
：：
一

の

途

は

、

農

業

を

國 

家
の
紀
律
に
從
屬
せ
し
む
る
事
之
で
め
.る
。

我

々

の

.欲 

す

る

所

は

、
全

農

業

生

産

の

强

制

的

國

家

統

制

"
即

ち

益 

々
深
く
其
れ
に
浸
调
し
て
遂
に
農
業
組
織
に
0

t

る
で
あ
ら
ぅ
所
のT

の
統
制
で
あ
る
.0
換
言
せ
ば
、
彼 

は

-
農

業

生

產

物

の

國

有

化

：
に

：
代

ふ

.
る

に

農
業
耕
衔
の
：國
：

有
化
を
以
て
す
可
し
？
^

ふ
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
彼
は 

强
制
的
播
種
及
び
耕
作
技
術
の
標
準
化
を
實
行
す
る
事
：：
 

に
依
つ
T
右
の
國
有
化
を
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
ど
主
張 

し
、
進
ん
で
其

の
實
昕
案
免
提
ー
不
し
介
。

(
N
,

 Ossinsky

‘
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R
e
g
u
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prolcopovlcz, 

p
o
. 113-115 )0

'

ossinsky

の
此
の
提
案
はj

般
の
贊
同
を
得
た
。
^
3
5*

は

1
九
ニ
〇
年
十
ニ
月

,0
第
八
囘
全
露
サ
ヰ
工
ト
大
會 

で
次
の
如
く
述
べ
た
。「

洵
に
、
«:
に
農
產
物
の
增
加
をj 

刺
戟
す
る
の
み
な
ら
ず
、
此
の
赠
如
を
招
致
す
る
た
め 

の
活
動
的
な
特
殊
手
段
の
必
要
を
疑
ふ
も
の
が
今
日
ニ
:
— 

，人
も
我
々
の
伸
間
に
は
©
な
，い
^
確
信
す
る
。
小
農
：

g

一
 

0
國
に
於
け
る
我
々
の
生
要
な
る
仕
事
は
、
農

産

物

をI 

:增
加
す
る
/2
め
に
國
家
的
强
制
に
向
つ
て
更
に
一
歩
を 

進
む
る
事
で
ぁ
る
。

.先
づ
第
一

.に
我
々
は
、
容
易
に 

.農
民
の
理
ぎ
し
得
可
き
最
も
必
要
に
し
.て
.最
も
緊
切
な 

る
手
段
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
a
い」

だ
。(

v
m
t
h

\

第
十
，九
卷
：
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勞
農
黯
西
盥
に
於
け
さ
農
民
問
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A
l
l
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R
u
s
s
i
a
n

o
o
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q
r
e
s
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o
f 
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.
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I
I
S

從
つ
て
♦

ヰ
エ
ト
大
會
は
、
農
業
棘
作
の
發
達
i
安 

固
ビ
を
齋
す
可
き
方
法
に
關
し
て
、

一
の
決
議
を
通
過 

し
た
。
其
の
決
議
ば
國
家
的
統
制
の
全
綱
領
を
#
む
も
 

の
で
ぁ
つ
た
。
其
れ
は
、
_
家
'の
播
種
計
畫
に
依
つ
て 

定
め
ら
れ
た
る
一
定
地
域
に
播
植
す
る
事
を
以
て
公
的 

義
務
で
あ
る
ざ
宣
言
し
た
。
特
別
0
播
_
基
金
が
> 
設 

定

5
れ
"
各
地
方
の
內
部
に
，於
て
種
：子
の
公
平

な

る

分 

配
を
«1
«
的
に
行
ふ
可
き
方
法
が
定
め
ら
れ
た
。
耕
作 

上
の
機
械
の
使
用
、
收
場
の：

改

愍

播

種

"
土
地
.の
.天 

然
の
豐
鏡
を
保
存
す
る
事
、
及
び
農
具
マ

」

家
畜
さ
の
合 

现
的
使
用
、
此
等
に
關
し
て
統
制
を
行
ふ
の
權
利
は
地 

.方
播
種
：委

員

會

：に

委

ね
6
れ

た

。

第
八
囘
大
會
の
此
の
：：
 

一：決
議
は
共
產
黨
の
農
萊
政
策
の
最
頂§

を
示
す
ら
の
で 

あ
る
。(ibid. 

V 

1
1
6
)

-併
し
此
の
決
議
は
寛
に
實
行
せ
ら
れ
る
事
が
無
か
つ

笫
四
號

：
一

七1



第
十
九
翁

c

六
六
六)

.
努
農
膝
西
聪|-
於
け
る
農
民
冊
題

た
o1
九
一1

〇

年

十

二

月

二

十：

i j

日
に
農
業
耕
作
の
國 

家
統
制
に
左
祖
し
だ
るL

e
n
i
n

は
、
僅
か
コ〖

箇
月
を
輝 

.た
る

翌

：年

三

月

十

五
W

0
滞
十
囘#

產
黨
大
會
に
於
け 

る
有
名
な
る
，®
說

に

於

て

：
、

#

に

_

作

の

國

家

統

制

の
 

み
な
ら
中
農
產
物
の
阈
有
化
を
も
亦
放
棄
す
可
き
旨
を 

聲
明
す
る
に
至
つ
た
か
ら
で
あ
る
o 
.新
經
濟
政
策
の
採 

;!
]
即
ち
之
で
あ
る
。

:

'

:
九

. 

'
T

九
ニ
一 
年
に
於
け
る
サ
ヰ
工
ト
政
府
の
新
經
濟
政 

I '
の
採
ガ
は
疑
a
も
な
く
、
，
全
產
業
組
織
を
共
產
主
'義 

的
廉
則
の
$•
礎
の
上
に
改
造
.せ
んw

せ
る
許
畫
の
失
敗 

を
.示
す
も
の
で
あ
る
。
.而
し
て
之
が
農
民
問
題
に
對
す 

る
.‘意
義
は
、
何
人
に
も
明
白
で
あ
る
如
ぐ
、
穀
物
の
强 

制
.徵
發
を
廢
し
て
之
に
代
ふ
る
に
現
物
課
桃
を
以
て
し 

た

€
ぃ
ふ
辦
、
及
び
_
税
と
し
て
納
付
し
た
る
麵
餘
の
：
 

榖
物
，の
•自
由
交
換
を
許
容
し
た
.ヒ
ぃ
：ぷ
點
[:
存
し
て
®

第

四

號

一
七
ニ

,
1

九
一1

1

年

:
一月
ニ
十
一
日
の
現
物
課
稅
に
關
す
る 

布
带
は
、農
民
經
濟
を
安
固
に
し
、
生
產
力
を
増
進
し
、
 

且
つ
食
料
品
、
原
料
及
び
«
料
を
_
家
が
收
#
す
る
方 

法VJ

し
て
、
强
制
，徵
發
を
廢
し
て
，之
た
代
ふ
る
に
現
物 

I
.

課
税
を
以
て
す
る
も
の
な
り
ビ
規
定
し
、
典
の
課
桃
：方 

I
,

法
に
就
て
は
、
.
各

地

方

の

收

獲

高

、
農

民

の

家

族

.員
數 

„
及
び
家
.畜
數
を
參
酌
し
て
各
農
家
の
生
產
物
に
按
八
ヵ
® 

I

に
ょ
つ
て
.課
桃
し
、
課
^
比
傘
は

罌

進

法

に

.依る

旨
を 

j

規
定
し
て
居
る
。
而
し
て
納
稅
後
の
餘
剩
穀
物
は
其
、
の 

I
,

所
有
者
が
之
を
自
_
に
處
分
し
#
る
も
の
な
る
摩
を
明 

|
;

記
し
た
.。
M
e3.
n

は

此

の

渐

經

濟

政

策

採

用

に

常

ト

ノ 

.1;
即

ち

第

ナ

囘

典ff
l

a
*:
#
に
於
て
次
の
如
く
述
ベ
。て
居 

I
.

る
。「
國
家
獨
.占
が
社
會
主
義
の
見
地
か
ら
最
上
の
も
の 

で
あ
る
と
な
す
の
は
一
の
公
理
的
の
命
題
で
は
な
い
。

’
農
民
の
國
に
し
て
尙
且
つ
其
處
に
は
エ
業
が
存
在
し
て 

荇
干
の
製
造
エ
業
品
の
得
ら
れ
る
i
い
ふ
樣
な
所
に
於 

て
は 

過
渡
的
方
法
’ど
し
て
課
®
制
度
i
自
由
交
換
の

制
度V

を
適
用
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
自
由
交
換
の 

「

制
度
は
農
民
に
S

つ
：て
は
勞
働
に
對
す
る
主
要
な
る
刺 

®

で
あ
b

且
つ
誘
因
で
あ
る
。
此
の
：制
度
の
下
に
.在
り 

:て
は
> 

農
民
は
彼
自
身
の
利
益
に
；基
さ
、
*

の
生
齑
物
，
 

の
餘
剩
を
沒
收
せ
ら
る
、
の
危
險3

 

く
し
て
働
く
で
あ
一 

ら
う
。
加
之
、
彼
に
.

®
せ
ら
る
可
き
祖
桃
は
.豫

知

せ

ら\ 

普
で
あ
る

。
.-
就
电
主
^

な
る
事
は
、
.
小
農
民
が
彼
へ
| 

の
.勞
働
に
對
す
る

或
る
經
濟
上
の
刺
戟
即
ち
或
る
誘
因
;.
|

-

を
持
つ
だ
ら
うW

い
ふ
事
で
あ
る
。
我
々
は
其
の
.國

家

I 

:

經
濟
を
建
設
す
る
に
：際
し
て
中
農
階
級
の
經
濟
的
心
理
;.
:
| 

,を
考
*
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
，。
：我
々
は
其
れ
を
過
去

\ 

三
箇
年
間
：に
變
化
す
る
事
が
出
來
な
か
0
た
。
恐
ら
く 

\ 

將
來
十
.年
の
間
に
於
て
も
變
化
す
る
事
が
な
い
で
あ
ら 

う
。」(

ニ 

J
o
t
h 

Conference 

of the C
o
m
m
u
n
i
s
t Party 

ご 

VB
2 r

. pp. 

226-227. 

prokopovicz pp, 

117-11

00
し
* 

M
e
n
i
n
:

の
此
の
演
說
は
農
業
問
題
か
ら5

發
し
て
國 

民
經
濟
の
問
題
に
終
つ
て
居
る
。
.而
し
て
全
體
ビ
し
て 

.
第
十
九
#

(

六
六
七〕

勞
農
繙
西
sf
l
l̂
於
け
る
農
民
間
題

國
民
經
濟
の
基
硗
は
.畢
竟
個
人
の
經
濟
的
利
辔
i
_個
.人 

的
創
意
*
ut:
置
：か
ね
ば
な
ら
な
い
ど
い
ふ
事
を
示
し
て 

(

居
る
パLenin 

:は
觅
に
日
く「
交
換
の
自
曲
の
意
味
す 

る
所
は
何
で
ぁ
る
.か

。

交

換

の

自

由

は

取

(}
!

の

自

由

を
 

.意
味
す
る
。
而
し
て
¥
び
>
資
本
主
義
へ
の
退
却
を
意 

味
す
る
。
交
換
の
自
#
及
び
取
引
の
自
由
は
小
農
说
の 

間
に
於
'け
る
商
品
の
交
.換
を
意
味
す
る
。

マ
グ
ク
シ
ズ 

ム
.：の
初

步

を

學

ん

だ

者

な

ら

ば

誰

で

も

、

交
换
の
.此
の 

自
由
は
結
！

g

資
本
家
階
級V

:

勞
働
者
階
級 

<
を
搏
現
せ 

し

む

る

も

:0
で
ぁ
るw

い
ふ
事
を
知
つ
て
居
る
。」

此
の 

結
果
は
資
本
主
義
制
度
の
下
に
再
び
®
傭
勞
働

e
い
ふ
.
 

奴
隸
制
度
を
打
ち
立
て
：る
事
ヒ
な
る
。
だ
が
斯
の
如
き 

事
實
は
何
等
怪
し
む
に
M
h
y
な
い
。
何
故
か
？
s
へ
ば 

.此
の
事
は
、
交
換
さ
相
關
聯
す
る
農
業
の
一
般
^

^

*

.で
ぁ
つ
て
、

：

啻
に
理
論
上
明
白
な
.る
の
み
な
ら
ず
、
露 

西
亜
に
於
け
る
小
農
業
：の
狀
態
を
知
悉
す
'る
者
は
何
人 

ど
雖
も
、
此
事
實
の
眞
な
：る
こ
S
を
認
容
せ
ざ
る
を
：得 

. 

笫四
城ー
七与



■第
十
九
卷
，_.c

六
六
八〕

勞
農
露
西
西
に
於
け
る
農
斑
開
題

な
い
か
ら
で
あ
る
。(

i
b
i
d
o
o 

A
,

 

L

 

R
y
k
o
v

は
國
民
：
 

經
濟
會
議
の
第
四
囘
全
露
大
會
に
於
て
明
白
に
次
の
如 

く
述
ベ
て
居
る
o「

ff
i
物
g

m
は
員
民
生
產
物
の
小
部
分 

の
み
を
國
家
に
侬
.つ
て
徵
發
す
る
事
を
意
味
す
る
o 
.殘 

除

は

農

民

の

ブ

ぐ

ジ

ョ

；ァ
財
_
ど
し
て
,

れ
彼
は
之 

を
そ
の
好
む
が
飯
に
處
分
す
る
^
が
出
來
る
。
こ
は
ブ 

ル
.ジ
ョ
ァ
の
語
義
に
於
け
る
財
產
の
狻
活
を
意
味
す 

.る
。
現
物
課
稅
は
ブ
ル
.ジ
ョ

ァ

ジ

？
一
が
其
の
上
に
，正

し
. 

く
成
長
し
發
展
し
得
る
所
0
.經
濟
的
基
礎
を
農
村
に
建
,:
; 

設
す
る
も
の
で
あ
る
。
一

(prokopovicz. 

P. 

IWQ
)
。

然
ら
ば
テ
キ
モ
ト
政
_
は
如
何
に
し
て
交
換
の
@
由 

を
許
容
し
實
現
し
得
ゐ
が
。
.此
事
は
直
接
彼
等
の
肢
則
？ 

:{!
矛
盾
せ
ざ
る
や
0
果
し
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
政
治
的

第
四
號

權
カ
の
ff
i
礎
を
破
壊
す
5 :
事
な
ぐ
し
て
小
農
民
に
對
し

て
交
換
の
自
由
即
ち
資
本
主
義
：の
自
由
を
«:
:
活
す
る
«;

が
可
能
.で
あ
る
か
。
彼
等
は
之
に
答
へ
て
斯
の
如
き
交 

換
の
自
由
は
素
よ
^
全̂
然
程
度
の
問
題
で
あ
る
、
彼
等

は
'或

る

程

度

の

交

換

の

自

由

を

單

に

.地

方

的

に

附

與

す 

る
i

の
で
あ
つ
て
、
*

*

«ブ
ロ
レ
タ
ジ
ア
の
&
治
的 

.
權
カ
を
破
壤
す
る
も
0
で
は
«
く
、
寧
ろ
典
の
反
對
に 

斯
ぐ
行
ふ
事
に
依
つ
て
其
の
權
カ
を
强
大
な
ら
し
め
ん
，
 

す
る
も
の
で
あ
る
マ」

言
つ
て
居
る
。
例

へ

ば

L
e
p
h
l

 

は

「

現
物
課
稅
に
就
て」

ぞ
題
す
る
論
文
に
於
て
、
取 

引

の

.自

由

は

資

本

主

義

を

意

味

し

資

本

主

義

は

暴

利

の 

獲
得
を
意
味
す
る
S
言
へ
る
後
に
、
然
ら
ば
暴
利
の
獲 

得
に
0
f
u
て
無
拘
.束
の
.：自

由

を

與

ふ

可

き

か

の

疑

問

に 

答
へ
て
、「

拘
に
然
ら
ず
、
暴
利
の
濺
得
に
關
す
る
1
切 

の
法
^
を
修
IE
し
、

JL
つ
其
0
直
接
な
る
と
間
接
な
.る 

ミ
、
公
然
な
る
ミ
秘
密
な
る
せ
を
間
は
ず
、
國
家
の
管
.
 

理
さ
監
督
V
Vを
囘
避
せ
ん
ヒ
す
る
一
切
の
企
を
臌
霜
に 

處
ij
lr
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
斯
の
如
き
方
法
に
依
つ 

て
の
み
我
々
は
資
本
主
_
の
線
上
に
於
け
る
不
可
避
的

の
或
る
程
度
迄
必
要
な
る
發
鹿
を
指
導
す
る
事
が
出
來 

る 

O
L
S 

o

セenln. -About tee J
T
O
O
d

 

H
P
H 

H
P2

卜
-
p
h
o
k
o
-

H
V
Q
<
^
O
N
. 

pp. 

H 

H
O
I 

H
w
w
o
v

「

:;
:

實
に
サ
キ
チ
ト
政
府
0
意
圖
は
新
經
濟
政
策
の
下
に
;' 

,

於
て
も
»
且
つ
其
の
政
治
的
觸
裁
の
み
.な
ら
ず
經
濟
的 

獨
裁
を
も
支
持
せ
ん
ミ
す
る
も
0
、
如
く
で
あ
る
.
0然 

;|
,る
に
經
濟
的
獅
裁
ビ
經
濟
上
の
個
-
<
的
劍
意
の
自
由
ぞ 

は
全
然
—
致
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
：か
'ら
，
茲
一 

■
-:

に
.新
經
濟
政
策
其
の
も
の 

>自
己
掼
着
が
あ
る
諜
で
あ
™

:

:
"つ
々
、
，，然

も

矛

盾

擂

着

を

極

め
^
此
の
ニ
箇
の
經
濟
的」

|

 

:
:派
式
の
孰
れ
を
も
放
擲
す
る
事
が
出
來
な
い
.ビ
い
.ふ
所
へ
一 

に
サ
ヰ
エ
V

政
府
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
の
で
あ
る
o 

一
 

|

::
九l,R|

年
三
月
の
第
十
|

_共
產
鐵
大
會
の
決
議
中
に
#
 

之
が
次
の
如
ぐ
記
さ
れ
て
居
る
.o
rブ
ロ
レ
タ
„

國

家

j 

は
.
國
著
ヵ
^
れ
等
を
集
供
じ
^
督
し
^
制
す
る
マ
卜
い
一 

ふ
條
仲
必
下
に
、
.
國
家
の

'*
質
に
背
反
ヤ
る
事
な
ぐ
し； 

:
,て
、
自
由
取
弓
及
び
資
本
生
義
.0
威
長
を
許
容
し
得
る 

の
み
で
：あ
る
。j 

C

JIs*Conference 

o
f

 the 

c
o
m
­

m
u
n
i
s
t

 P
a
r
t
y

 
と
V 3

2s
)

又
彼
等
は
言
ふ「

新
經
濟
政

.

.

.第
十

九

卷(

六
六
九)

勞
農
餺
西
逝
じ
於
け
る
農
拔
即
題

策
'«
縦
令
個
-
<的
生
產
の
：發
迤
に
對
す
る
ー
の
刺
戟
を 

創
設
し
た 
'、

」

し
て

も
猶
エ：
業
の
國
有
化
を
保
有
し
て
居 

る
。
.

且
.

つ
t

ヰ
モ
ト
制
度
は
經
濟
的
權
力
の
制
御
を

確 

.保

.し
經
濟
，の
、你
.域
.に
於
け
る
.
T
X0L
.+的
a

#
.を
支
持
す
る 

事
が
，必
要
'で
あ
る
0」

(

ュ
o
n the 

N
e
w

 

P
a
t
h

 

 ̂JIL p.

i

.

)

多

く

の

共

：產

：黨

員

は

新

經

濟

政

策

を

目

し

て

「
共
產 

主
義
に
向
つ
て
更
に
|
步
を
進
め
た
も
の」

で
あ
る
か 

の
如
く
に
主
張
し
て
居
る
o
そ
し
て
國
家
資
本
キ
ー
8|
を 

定

義

し

て「

社
會
の
共
產
主
義
的
改
造
の
爲
め
に
資
本 

家

的

契

カ

を

利

用

す

る

事

で

あ

る

.

」

S

言
..つ
て居
る

o

',
‘

 

.
Nationalwconomy/r 1

9
2
2, 

N
o
. 

5. p. 

2 r. p
r
o
­

kopovicz. 

p
p 13

9
1
1 

含)

要
之
"
新
經
濟
政
策
.
0跺
用
は
、
@
に
®
物
課
稅
を 

以
て
强
制
徵
發
に
代
べ
ft
S
い
^
だ
け
で
は
な
く
て
、
 

實
に
經
濟
政
策
K

於
け
る
本
來
の
ま
則
の
根
本
的
修
疋 

で
あ
つ
て
、
此
の
事
は
.典
產
黨
の
，指
導
者
が
彼
等
の
# 

來
の
改
革
の
失
敗
を
.明
に
潰
取
し
た
ビ
い
ふ
事
實
じ
歸

第

四

鉞
.

1

七
五



.■.第

十

九

卷(

六
七
〇)

勞
農
露
西
逝
に
於
け
る
農
呙
間
題 

.
甘
ら
る
可
&
事
は
疑
a
も
な
い
所
で
あ
る
。
而
し
て
此 

の
事
に
依
つ
て
サ
ヰ
エ
ト
露
西
亜
は
國
家
的
强
制
の
下
，
 

に
於
け
る
*
濟
的
危
機
を
免
れ
得
た
の
で
あ
る
。
換
言 

:
:
:
.
せ
ばK

中
エ
ト
E

1

部
の
放
棄
す
ら
其
0-
國
民
經
濟
の
た
め
に
大
な
る
利 

.益
で
あ
办
、
個
人
的
創
意
0

1
部

の

囘

復

す

ら

|

進 

步
で
あ
り
、
而
し
て
經
濟
組
織
の
崁
レ
些
細
な
る
進
步
一 

す
ら
物
質
的
生
產
の
成
長
を
容
易
に
し
又
は
少
くW

も

j 

其
の
衰
頹
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。J(proko

^

一
 

n
z
.
: 

P. :141) 。

故
に
、

新
經
濟
政
策
の
或
る
»
随
的
の
：

::
数
果
は
否I

S

せ
ら
れ
得
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
前
述
せ
る
一 

如
く
此
の
政
策
は
、
|
方
に
‘於
て
は
典
淹
生
義
的
支
配
、

:.
v

他
方
に
於
て
は
勞
働
及
び
.個
人
的
創
意
の
自
由
、
此
：の

1

 

■:

ニ

つ

：
の

も

の

、

間

の

.妥
德
で
あ
つ
た
か
ら
> 

其

の

結

果

,
 

'̂
亦
決
し
て
十
金
を
期
し
得
&
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ 

た
の
で
あ
る
。

:

V

十

.

笫

四

髀

1

七
六

今
日
に
於
て
新
經
濟
政
策
の
功
過
を
斷
ず
る
の
は
素 

ょ
b
至
雛
で
あ
る
。
併
し
乍
&

一
 

方
に
於
て
は
資
ホ
ホ 

義
的
制
度
の
復
活
を
容
認
し
乍
ら
他
方
に
於
て
之
れ
が 

發
展
を
抑
止
せ
ん
ミ
す
る

が

如 
>
自
已
揃
着
の
政
策 

が
、
結
局
、
：
如
何
に
農
段
の
負
擔
を
大
な
ら
し
む
る
に 

至
つ
た
か
を
指
摘
す
る
の
は
左
程
困
雛
で
は
な
い
ビ
思 

ふ
0

直
接
、
間
接
、
總
ゅ
る
意
味
に
於
て
、
農
民
は
今 

日

、
サ
キH

ト
露
西
驵
の
财
政
上
の
殆V 」

唯
一
の
負
擔 

奢

S
な
つ
て
居
る
。
そ
し
て
之
れ
が
願
著
な
る
®
由
ビ 

し
て
は
、
第

1

、
農
民
化
對
す
る
課
税
の
甚
だ
過
重
な 

る
事
、
第
二
、
國
有
工
業
の
製
造
品
の
價
格
を
吊
上
げ 

之

に

反

し

て

農

產

物

の

«

格

を

引

下

ぐ

る
を
因
的

ど
す 

る

政

府

の

政

策"
第

'一
一
、
農

：味

か

ら

低

廉

な

る

價

格

に

'
 

て

質

入

：れ

高

價

を

以

て

.世

界

市

場

に

賣

却

す

る

所

の

政 

府
の
穀
物
輸
出
政
策
等
を
擧
ぐ
る
こw

が
出
來
る
で
あ

ら
ぅ
。
併
し
其
の
.
一
々
の
.靜
細
に
關
し
て
蹄
明
す
る#
 

は
此
；.の
小
.篇
の
.よ

：
ぐ

爲

し

得

；
る

所

巧

は

な

.い

か

も

鼓

：で

は
.之
れ
が
說
明
を
猶
略
す
る
事
に
す
る
が
'■唯

，以

上

の 

項
H
を
瞥
見
す
る
だ
け
で
も
、
夕
4H

ト

政

府

•か

其

の 

:

權

カ

を

支

持

し

得

ん

が

疗

め

に

如

何

に

農

民

一

の

：利

益

の

.: 

多
く
を
犠
牲
に
し
て
居
る
か
-
い̂
ふ
事
、
：
換
言
せ
ば
其 

の
必
要
ミ
す
る
財
源
を
得
る
に
當
つ
て
如
何
に
殆
ざ
全
⑴
；
 

ぐ

農

民

：に

對

す

る

負

擔

の

.加
重
に
：侬
賴
せ
ざ
る
を
得
な| 

い
か
ビ
い
ふ
事
は
、
何
人
も
之
4>
;
洞

察

し

.得

る

所

で 

ら

ぅ

。

我

々

は

露

附

亜

の

：丄

業

"
運
輸
、
及
び
外
國
贸 

易
が
、
K
の

國

有

化

以

前

に

於

て

は

國

家

の

童

要

な

.る 

所
#
の
源
泉
で
ぁ
つ
た
の
が
.、
：
今e

サ
冲H

ト
政
府
の 

管
琊
の
下
に
於
て
不
斷
の
缺
损
を
示
し
て
©
る
と
い
ふ 

事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
此
の
事
實
の
存
す
，
 

る
限
；̂
，、
.
"國
象
.か
此
等
.の
.も
の
.を
維
持
す
る
莫
大
な
.る

〈 

ー
漬
用
はt
ヰ
ユ
ト
政
府
豫
算
の
重
駆
な
る
負
»
と

な

る

;' 

も
の
で
ぁ
つ
て
、
然
も
之
に
必
耍
な
る
載
金
を
得
る
®

一
の
.財
源

は

此

の

國

の

農

業

に

：他

な

ら

如

い

い

ふ

事
 

を
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

.

.
第
十
九
卷

G

ハ
七〗

)

勢
農
膝
西
抓
に
於
け
る
捣
说
間
題

併

し

乍

ら

翻

つ

て

、

サ

ヰ-
ト
政
府
の
下
に
於
け
る 

此
等
の
事
情
は
他
而
に
於
て
如
何
な
る
靡
を
意
味
す
る 

も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
フ
凡
そ
新
經
濟
政
策
の
猓
用 

:
そ
れ
自
體
が
都
市
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
.農
民
に
對
す
石
經 

I.V .

辦
が
屈
服

^.
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
*
^
の
.結
果 

「

は
經
濟
上
に
於
け
る
勞
働
階
級
の
勢
力
が
次
第
に
減
退 

し
て
農
民
の
勢
力
が
之
に
代
は
る
^>

い
ふ
事
に
也
な
ら 

な
い
。
而
し
て
茲
に
注
意
す
可
き
は
、
農
民
の
著
る
し 

き
經
濟
的
優
勢
は1

に

は1

九
二
八
年
ょ
り
同
ニ
〇
华 

に
至
る
共
產
主
義
的
政
策
の
直
接
の
結
果
で
あ
つ
た
ど 

い
ふ
事
で
あ
る
。
此
の
期
間
，中
大
工
業
の
生
產
力
は
戰 

,前
のj

割
六
分
七
厘
に
低
下
せ
ぢ
に
反
し
農
業
の
生
產 

丨
ブ
は
.戰
育

の

六

#

一

 

1分
八
1:
に
^
.つ
.て
©
る
。
即
ち
前 

者
の
減
少
の
度
合
は
後
者
の
其
れ
の
四
倍
に
及
ん
で
® 

る
ど
い
ふ
事
が
指
示
し
得
る
の
で
あ
る
。(prokopovT

•
 

cz. 

p. 

1
6
0
)

今
や
農
民
の
經
濟
的
重
要
性
は
日
々
に
增 

大
し

つ
-、
あ
る
^
反
し
ゾ
ロ
レ
タ
リK

の
經
濟
上
の
地 

. 

笫
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笊
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卷

C

六
七
9

势
辟
旃
四
照
1
1於
け
る
ぬ
民
||
5
|姐

位
は
®
だ
微
鹿
で
あ
る
。
後
^
の

優

越

的

地#:
は

唯

暴 

，力

的

の

；政

治

的

獨

裁

を

支

持

す

る

^
い
.ふ
1
«
に
存
し 

て
余
然
經
濟
上
の
础
固
た
る
根
據
.を
.有
し
；て
©
ら
な

.
 

い
。
：而
し
て
勞
働
苕
の
間
に
は
勿
論
多
く
の
共
產
生
義 

港
が
存
在
し
て
®
る
け
れ
ざ
も
、
農
段
は
之
に
反
1
、 

全
く
侧
人
主
義
的
批
襲
の
觀
念
に
浸
み
込
ん
だ
反
.典
產
"
 

主
義
者
で
あ
る
事
を
示
し
:'
1
*居
る
"し
0.
|
>0:
. p. 

U 

6
3
)

然
し 

る
に
»
の
‘如
き
農
民
は
赞
に
經
»
上
に
於
て
興
の
優
逸 

的

地

位

を

占

む

る

の

み

な

、
ら

ず

、

農

#:
に

於

け

る

文

化
 

の
|
(.
|
及
に
伴
ひ
次
第
に
政
治
的
に
自
覺
1
る
に
及
ん
で 

漸
次
社
俞
上
政
治
上
の
童
要
な
る
地
位
を
占
め
ん
ど
し 

-

て
®
る
の
"で
あ
る
。 

| 

.
斯

の

如

き

現

狀

に

あ

新

經

濟

政

策

は

前

述

せ

一 

る
知
く
琢
®

11
1

の
國
民
»
濟
を
恢
後
す
る
た
め
に
充
分
.j 

:«

力
|で
«

い
^

い
ふ
事
が
示
さ
れ
て
®

る
。

li
t

の
政
策 

の
下
に
あ
づ
て
は
人
段
の
_

的
.計
盡
は
_依

然

ど

し

.
 

て
行
政
上
の
，支
配
.撒
力
.に
依

づ

て

抑

踮

さ

れ

.，て

居

る

の

.
 

第
四
狨 

一
七
八 

で
ぁ
る
か
ら
？
從
つ
て
國
民
經
濟
の
活
動
が
常
に
不
次 

定
の
狀
態
に
ぁ
る
と
い
ふ
靡
"
縱
令
此
の
政
策
は
國
民 

經
濟
を
萎
靡
せ
し
め
な
いV

J

し
て
も
猶
、
之
れ
が
進
步 

に
必
要
な
る
何
等
新
し
き
力
を
も
附
與
す
る
も
の
で
な 

い
事
，か
肌
瞭
ヒ
な
つ
て
居
る
。
茲
に
於
て
當
然
次
の
骐 

が
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
‘
露
西
朋
の
生
齑
ヵ
を 

復
興
す
る
た
め
に
必
要
な
る
‘事
は
、

一
方
に
於
て
は
個 

人
的
計
畫
及
び
個
人
的
劍
#
の
股
則
、
他
方
に
於
て
は 

サ
4 

Hト
政
府
に
依
つ
て
行
は
る
、
國
家
的
强
制
の
原 

則
ミ
い
ふ
此
の
相
矛
盾
す
る
ニ
原
則
問
の
不
徹
底
な
安 

.一
協
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
共
產
主
義
的
原
則
を
完
全
に
徹 

底
的
に
放
棄
す
る
事
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
1E
に
必
駆W

,

 

す
る
所
の
も
の
は
、
各
人
に
對
し
彼
の
經
濟
的
沽
動
の 

結
果
ヶ
自
由
に
完
全
に
所
有
す
る
事
を
許

容

す

る所
の 

經
濟
上
の
個
人
的
創
意
の
徹
底
的
解
放
ど
私
布
財
產
制

:

度
の

IB
]
復

t
で
は
な
か
ら
ぅ

か
ヶ
露
西
盟

阚

民

の
«

» 

的

勢

力

を

喚

起

す

るftめ
に

は
、

の
勞

®

の

經

濟

的

收
得
に
對
し
て
今
日
行
は
る
、
如
き
毫
末
の
權
刹
を
與 

ふ

る

代
6
に
.，眞

の

財

爺

權

を

與

ふ

る

^

が

必

要

で

は

な 

か
ら
ぅ
か
。P

r
o
k
o
p
o
v
i
c
z

は
之
に
答
へ
て

B
ぐ「

經
濟 

政
策
上
の
斯
の
如
き
變
化
は
I
典

れ

と

共

に

.
必

然

的

に
 

法
幻
狀
態
の
變
化
が
^
び
^
い
て
©
る一

管̂
に
個
人
の

\

 

經
濟
上
に
於
け
ろ

利
®
に
ょ
つ
て
の
み
な
ら
中
國
家
の 

必
要
に
依
っ
て
も
亦
指
示
さ
れ
て
©
る
。
此
のg

は
燃 

料
"
食

料

、

運

輸

"

财

政

其

他

の

泡

機

に

依

っ

て

明

白 

に
示
さ
れ
て
®
る
。
併
し
茲
に
經
濟
士
吹
治
ビ
が
關
聯 

:

す
る
0
個

人

的

計

畫

及

び

：私

输

財

產

の

原

則

；へ
へ
の
轉

Ir
n 

は
、

邦
れ
芒
同
時
に
現
存
政
治
的
制
度
：の
急
激
な
る
變I 

取
が
行
は
る
、
に
非
ざ
れ
ば
不
可
能
で
ぁ

る

.。「

堪
命
は 

少
く
ど
も
典
の
國
の
經
濟
狀
態
に
適
應
せ
ざ
る
一
時
的？ 

の

政

體

を

建

設

し

得

た

。

併

し

邦

れ

は

祺

物

の

.本

锊

を 

も

、

又

人

問

の

經

濟

的

心

理

を

，も

戀

犯

す

る

事

が

出

,

 

な

し

：
今

ゃ

此

の

國

の

經

濟

.的
^
動
を
最
も
良
く
擁
識
.

す
る
に
足
る
合
法
的
行
政
形
式
の
み
が
必
到
で
办
る

9

J-
+
 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
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;
努
怨
踏
河
1|
!
(
1
1
於
け
る
農
民
川
題

我
々
は
、
執
拗
に
も
其
：の
共
產
主
義
的
祈
禱
を
反
禝
す

 

る
所
の
現
在
政
府
の
徐
々
に
進
化
す
る
事
を
期
待
す
珂 

き
毫
末
の
理
由
を
も
有
し
な
い
の
で
あ
る」

s
。(proko-

P
O
V
I
C
Z
'
p
.

 

17
0

 

ノ

:
筆
者
は
岡
ょ
り
直
ち
に
此
の
斷
案
に
同
せ
ん
ど
す
る 

も
の
で
は
な
い
。
併
し
苦
し
も
其
の
質
問
が
唯
取
に
、 

共
產
主
義
者
の
政
治
的
經
濟
的
獅
裁
を
保
留
し
つ
、
私 

.有
則
產
制
度
の
基
礎
の
上
に
®
民
經
濟
を
恢
復
す
る

« 

力
^
し
て
可
/J
P
て
あ
る
カ
ー
S

い
ふ
»
{:
?/
す
る
も

の
と
 

す
れ
ぼ
、
勿
論
躊

_
な
く「

否」

と
答
べ
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
 

(

完)
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